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巻 頭 言

Profile─
1975年， 東 京 大 学 工
学部計数工学科卒業。
1978年，東京大学大学
院人文科学研究科心理
学専攻 博士課 程中退。
東京大学文学部助手，東
洋大学社会学部講師，助
教 授を経 て，1995年よ
り現職。専門は，認知
心理学。著書に『はじ
めて出会う心理学』（共
著，有斐閣），『共生の
かたち：「共生学」の構
築をめざして』（分担執
筆，誠信書房），『エコ
ロジーをデザインする：
エコ・フィロソフィの挑
戦 』（ 分 担 執 筆，春 秋
社），Achieving Global 
Sustainability: Policy 
Recommendations（ 分
担執筆，United Nations 
University Press）など。

　日本心理学会第84回大会を東洋大学が開催することが2018年6月の
総会で決定されてから，会場の確保や業者との打合せ，招待講演者と
の連絡など例年通りに準備を進めていましたが，開催年の2020年3月に
なって新型コロナウイルス感染症のパンデミックが発生したため，急遽
オンラインでの開催を検討することになりました。この頃には，4月か
らの大学の授業をどうするかについても議論されており，オンライン授
業の具体的な実施方法が教員間で検討されていました。学会の発表は授
業との共通点が多く，また研究者の間ではすでにZoomなどの遠隔会議
システムの利用が進んでいたことから，オンライン学会のイメージは描
けていましたが，参加者情報や発表コンテンツの管理，Webページの設
計といった運営面での先行事例が乏しく，委託業者との情報交換や調整
に多くの労力を費やしました。そして，9月8日から3日間の予定だった
会期を11月2日まで延長し，手探りの運営を行うことになりました。今
では，さまざまな分野の学会がオンラインで開催されたこともあり，業
者のサポート体制や運営のノウハウも定着してきたように見えます。
　オンライン開催のメリットとデメリットについても，授業と共通する
部分が多いように思います。メリットとしては，発表者も参加者も開催
場所や会場の制約を受けないことがあげられ，またオンデマンドでの視
聴やチャットでの質疑応答が可能であれば，時間の制約も受けずに参加
することができます。デメリットは臨場感や一体感の欠如，通信環境へ
の依存，そして人的交流の制限といった点でしょうか。私事になります
が，私にとって日本心理学会大会の一番の思い出は，初めて「旅行」し
て参加した1976年の中京大学の大会で，シンポジウムや個人発表では
とても活発な議論が交わされていた記憶があります。大会長の結城錦一
先生にご挨拶する機会を得ることができ，結城先生はその後もお目に
かかるたびに親しく話しかけてくださいました。このような諸先生方と
の新たな出会いと交流は，大会参加のたびに貴重な体験として蓄積され，
学会が対面で行われた故の成果として心に刻まれています。
　コロナ禍終息後の大会のあり方については，オンラインのメリットを
組み入れた「ハイブリッド」の形態が模索されることになると想像しま
す。しかし，授業で試みた経験を踏まえると，効果的なハイブリッドの
実現は容易ではありません。この模索の過程では，学会開催の目的や意
義をあらためて問い直す必要が生じてくるのではないかと思います。

オンライン学会のゆくえ
東洋大学社会学部 教授
大島　尚（おおしま　たかし）
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写真1　ランシュブルクのメモリードラム
（安藤研究所製，新潟大学蔵）

写真 2　電流断続装置付き拍節器
（竹井製作所製，新潟大学蔵）

写真 4　Lafayette
Instrument 社製
メモリードラム
（京都大学蔵）の外観

写真 3　ヴィルトのメモリードラム
（Zimmermann社製，京都大学蔵）

古典的実験機器は 
どのように使われていたか（7）
─ 視覚刺激連続提示装置の場合（後半）

法政大学文学部心理学科 教授

吉村浩一（よしむら　ひろかず）

Profile─
京都大学大学院教育学研究科教育方法学
専攻博士課程満期退学。京都大学教養部
助手，金沢大学文学部講師，助教授，明
星大学人文学部教授を経て，2003年より
現職。専門は知覚・認知心理学。著書は

『運動現象のタキソノミー』，『逆さめがねの
左右学』（いずれもナカニシヤ出版）。

写真 5　その内部
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心理学ミュージアム

　今回は，円盤式と紙テープ式の視覚刺激連続提示装置を紹介します。注目点は，刺激送りを断続的に行う
ためにどのような方法が用いられているかという点です。モーターの等速回転を，少し進んでは止まる断続
運動に変えるために，いくつかの方法が考案されました。
　まず，写真1はランシュブルクのメモリードラムと呼ばれるものです。安藤研究所製で，新潟大学に現存
しています（NG00009）。構造がわかりやすいように，前面の覆いを取り外した写真を掲載しました。一定
テンポでオン・オフする外部からの電気信号によって電磁石がオン・オフし，そのたびごとに刺激の貼られ
た円盤が1刺激分ずつ回転しては止まる仕組みです。外部から電気信号を与えるには，前号の写真2にあっ
たメトロノームを改造した装置（電流断続装置付き拍節器）を使います。これも新潟大学に現存しています
ので，写真2（NG00020）に示しました。左右に振れきった瞬間だけ，横に渡された金属製天秤棒の先の端
子が液体鉛の入った壺につかり，真ん中にある端子と短絡されて電流が流れる仕組みです。同型のランシュ
ブルクのメモリードラムは，京都大学（KT00037）にも現存しています。
　 続 い て， ヴ ィ ル ト の メ モ リ ー ド ラ ム で す。 写 真3は 京 都 大 学 に 現 存 す る も の（KT00001） で，
Zimmermann社製です。この写真も内部が見えるように，刺激窓のある黒い遮蔽板を上げたところを示し
ました。幸い，刺激が貼られた円盤が透明なので，裏側にある断続運動を作る機構を見ることができます。
右上と左下に電磁石があり，電流が流れていないときは，それぞれの電磁石に取り付けられた爪が中央の黒
い円盤から等間隔に30本出ている針の1本を支え，円盤の回転を止めています。円盤は，写真の下側に見え
る鎖の先の重りで回転させるため，この装置は柱時計のように立てた状態で使用します。回転は，上記のメ
トロノーム様の装置からの一定テンポの電流によって，右上と左下の電磁石の爪が交互に一瞬外れることに
より生じます。円周に付けられた針を止めるための爪の位置が2つの電磁石で針間隔の半分角ずれているの
で，一方の電磁石の針が外れると円盤は針間隔の半分だけ回転してもう一方の電磁石の爪で止められます。
こうして爪が交互に外れることで，円盤は1刺激分，動いては止まる断続動作を繰り返します。針は全部で
30本なので，円盤に貼られた刺激は最大60個設置できます。円盤の代わりに前回示した写真2のような紙
テープを用いれば，さらに多くの刺激を提示できます。
　次の写真4は米国Lafayette Instrument社のメモリードラムで，京都大学に現存するものです（KT00063）。
刺激提示窓は横に長いので，紙テープに書かれた刺激を4分割して提示することができます。外観だけでは
等速回転を断続運動に変える仕組みがわからないので，内部の様子を写真5に示しました。奥の円盤状のも
のに爪が乗っているのがおわかりでしょうか。その円盤に真っ直ぐ切り取られた平らな部分があります。こ
の円盤状のものが等速で回転しているところを想像してみてください。爪が円周上に乗っているあいだは爪
の高さは一定で紙テープの貼られたドラムは動きませんが，切り取られた部分にくると爪はガタンと落ち，
ドラムを1刺激分回転させて止まります。そして爪は円周上に戻ります。この動きを繰り返すことで，刺激
を断続的に提示していくのです。
　日本での現存品は見つかっていませんが，左右非対称ののこぎり歯状の歯車を用いて断続運動を生み出す
方式もあり，米国で広く用いられていました。日本では，コンピュータ画面への刺激提示が普及するまで，
竹井機器工業社製の「メモリーテープ」と名づけられた製品が広く使われていました。メモリーテープの断
続運動は，フィルム映画の撮影機や映写機に使われていたマルテーズ・クロース機構に似た仕組みで生み出
されていました。「マルテーズ・クロース」とは「マルタの十字架」という意味で，この機構の重要部分を
なすピンを噛むホイールの形が十字軍時代のマルタ騎士団の十字架紋章に似ていることからこう名づけられ
たとのことです。360度の4分の3回転分はシャフトは空回りして回転せず，切り込みがピンを噛んだタイ
ミングで素早く1刺激分回転する仕組みです。
　わが国独自のもので，レバーを手動で押し込んで1刺激分回転させる「KY式記憶検査器」というものも
ありました。関西学院大学（KG00002）と東北大学（TH00029）に現存しています。「KY」とは，製造した
山越工作所のイニシャルです。この会社の独自開発品には，製品名にこのイニシャルが冠されています。

日本心理学会のウェブページ  https://psychmuseum.jp/  もぜひご覧ください。
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特　集

　ヒトを含むほ乳類動物は，ホメオスタシスが急激に崩れると養育個

体の身体に近接し，接触する（アタッチする）ことで生存可能性を高

める行動制御システムをもっています。ボウルビィは，幼少期に特定

の他個体に対し，「いざとなればいつでもくっつける」安定的な関係

（絆）を築くことがその後の心身の健康に大きな影響を与えると考え

ました。この見方は，現在の育児や教育現場にインパクトを与え続け

ていますが，アタッチメント対象は母親であるべき，母親からの情愛

の深さが子どもの健全な成長を左右するといった過剰な解釈にも根拠

なくつながっているように思います。しかし，ヒトを生物の一種とし

た見方を根幹にすえると，旧世界ザルの母子，そして，欧米圏の白人

中流階級に特化したステレオタイプに基づく旧来のアタッチメントの

解釈は再考すべき点が多いのです。

　本特集では，ヒトにとって適応的に機能するアタッチメントとはど

のようなものであるかを，文化人類学，児童精神医学，霊長類学，社

会内分泌学から最先端の知見を提供いただき，再考したいと思います。

 （明和政子）

ヒトのアタッチメント再考
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ヒトのアタッチメント再考

ヒト本来の子育て
　愛着理論を提唱したボウルビィは，精神分析
学の問題提起を受け継ぎながら，そのころ勃興
しつつあった動物行動学や認知科学の知見をも
積極的にとり入れた（Bowlby, 1969）。さらに
エインズワースらは，実験的観察法のパラダイ
ムを用いて，母親と乳児の間の愛着を安定型，
不安定−回避型，不安定−抵抗型，不安定−混
乱型といったパターンに分類した（Ainsworth 
et al., 1978）。これによって愛着理論は経験的
研究としての色彩を強め，発展していった。
　愛着理論の隆盛は，ルソーの思想などに端を
発する素朴概念としての愛着がすでに西欧の
人々に膾炙していたことにも多くをよってい
る。よく知られているように，ルソーは自然の
直接的な観察に基づいて人間を考えるという方
針を確立し，近代的な人文社会科学の枠組み形
成に大きく貢献した。こうした観
点からルソーは，自然状態の人間
すなわち「自然人」として，不平
等がほとんど存在せず，争いのな
い人々の姿を思い描き，さらには

「ヒト本来の子育て」について論
じた（図1：ルソー , 1755/2016, 
1762/2007）。
　そうした議論を受け，文化人類
学において脚光を浴びたのが狩猟
採集社会である。他の種からわか
れた後，ヒトはその歴史の大半を
野生動植物の狩猟や採集により生

きてきた。ここから人類社会の発展に関心を
持つ研究者は，「自然人」や「ヒト本来の子育
て」の特徴は，狩猟や採集に基づく生活様式と
結びついていると考えた。そこで注目されたの
が現代に生きる狩猟採集民，とりわけ人類発祥
の地ともいわれる南部アフリカの半乾燥地で遊
動生活を送っていたサンの一集団ジュホアンで
ある。学際的調査が敢行され，ジュホアンは広
大な原野で家族的な結合に基づき，共同と分配
を原則とする平等な社会を形成していると論
じた（Lee & DeVore, 1968）。また欧米と比べ
て，ジュホアンの母子間の密着度や授乳の頻度
ははるかに高く，離乳の時期はずっと遅かっ
た。その結果，子どもは母親に強い愛着を形成
するようになると考えられた。密着した母子関
係は，荒涼とした自然環境での遊動生活におい
て危険を回避し，十分な食料を与えることで子

どもに安全と安心を与えるとされ
た（Draper, 1976; Konner, 1976）。
　こうした研究を主導したコナー
は，最近これらの特徴をまとめ
て「狩猟採集民の子どもモデル

（HGCモ デ ル ）」 と 呼 ん で い る
（Konner, 2016）。HGCモデルは，
ルソー（1762/2007）に端を発し，
近代に広まった人生初期における
教育の理念型，すなわち愛情に充
たされた自然で家庭的な環境にお
いて子どもの自発的な学びを引き
出そうとする教育観に回帰するも

愛着関係の多様性
─ ⽂化⼈類学の視座から

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 准教授
高田 明（たかだ　あきら）

Profile─
京都大学博士（人間・環境学）。京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究
科 助手，The UCLA Center for Language, Interaction, and Culture 客員研究員，ボツワナ大学人文学科アフリ
カ言語・文学専攻 附属研究員などを経て現職。単著に『相互行為の人類学』（新曜社），The ecology of playful 
childhood (Palgrave Macmillan)，Narratives on San ethnicity (Kyoto University Press & Trans Pacific Press)。

図1　ジャン・ジャック・ルソー
（1712–1778）

https://commons.wikimedia.
org/wiki/File:Jean-Jacques_
Rousseau_(painted_portrait).jpg
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会にも①離乳が相対的に早い，②キャンプの他
のメンバーがよく養育に携わり，母子間の密着
度が相対的に低い，③乳幼児へのしつけが厳し
く，乳幼児の放縦さがあまり認められない，と
いった集団があることを示している。コナーは，
こうした事例から導かれるHGCモデルの改訂
版ともいうべきモデルを「許容的適応としての
子どもモデル（CFAモデル）」と呼び，ヒトの
環境適応の許容度の広さを示すとして一定の評
価を与えている。
　もっともコナー（2016）によれば，そうした
多様性が認められるとしても，それはジュホア
ンと比べた場合の程度の問題である。そして欧
米社会と比べれば，それらの狩猟採集社会に
おいても，母親によるケアの第一義性や母子
間の密着度の高さはやはり特筆すべきだとい
う。たとえばヒューレット（1991）のデータで
は，父親が赤ちゃんの抱っこ全体にしめる割合
は母親の半分以下だった。また父親の抱っこは，
キャンプ内では母親と比肩するほど多かったが，
ブッシュではほとんどみられなかった。つまり，
乳幼児期を通じて父親は母親の次に重要な養育
者だったとはいえ，その貢献度は母親をかなり
下回っていた。それを反映して，乳児は母親に
もっとも多くの愛着行動をみせていた。父親に
みせる愛着行動はそれに次ぐものだったが，母
親の数値にははるかに及ばなかった。エフェの
データ（Morelli & Tronick, 1992）でも同様の
傾向がみられた。さらにコナー（2016）によれ
ば，ジュホアンにおいても（後の研究者たちが
批判的にほのめかしたように）母親だけが乳幼
児をケアするということはないし，そのような
主張がされたこともない。コナー（1976）でも，
母親だけでなく，父親やその他の大人も乳幼児
と密接に接触し，ケアをおこなっていたことが
はっきり示されている。

社会システムにおける母子のサポート
　したがって，理論的な強調点の違いはあれ，
HGCモデルとCFAモデルを導いた民族誌的資
料はさほど遠くないことを示している。すなわ
ち，狩猟採集社会における子育てでは，母親に

ののように思われる。こうした研究は愛着研究，
動物行動学，霊長類学とも相互交流を進めつつ，

「ヒト本来の子育て」のモデルとみなされるよ
うになった。

狩猟採集社会における子育ての多様性
　その後，HGCモデルを批判的に検討する中
で狩猟採集社会における子育ての多様性に関す
る議論が深まってきた。たとえばヒューレット
は，多くの狩猟採集社会ではキャンプにおける
人口の密集性が農耕社会や牧畜社会より高く，
多人数による養育行動をとりやすいと論じた。
とりわけ，中央アフリカの熱帯雨林に暮らすア
カ（いわゆるピグミーの一集団）では，もっと
も重要な生業活動であるネット・ハンティング
に乳幼児の母親を含む多くの女性が動員されて
いた。母親が忙しいとき，乳幼児はキャンプに
残った人々により，文字通り手から手へ渡され
るようにケアされていた。なかでもアカの父
親は，これまで知られているどんな社会の父親
より乳幼児のケアに貢献していた。またアカの
人々は労働時間の大半を狩猟に費やしていたが，
とれた肉を近隣の農耕民の農作物と交換するこ
とで乳幼児の離乳食を入手していた。母親以外
による授乳（もらい乳）もしばしばみられた

（Hewlett, 1991）。
　そして，アカの乳児は母親を含む平均5 ～ 6
人の養育者に愛着行動を示していた（Meehan 
& Hawks, 2013）。同様の特徴は，やはりピグ
ミー系の狩猟採集民の一集団であるエフェで
もみられた（Morelli & Tronick, 1992）。愛着
理論やその実践家は長い間，主たる養育者が定
まっていないと健全な愛着が形成されない怖れ
があると論じていた。だが上記の研究は，複数
の養育者がいても，主たる養育者への愛着の形
成が妨げられるとは限らないこと，また愛着関
係は単一のかたちに還元されるとはいえないこ
とを示した（Mesman et al., 2016; Moreli et al., 
2017）。
　その後もHGCモデルへの反証をうたう事
例が発表されていった。コナー（2016）のレ
ビューによれば，そうした事例は，狩猟採集社
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愛着関係の多様性

代表される主要な養育者が重要な役割を担っ
ている（HGCモデルが強調した点）が，それ
以外の養育者の貢献も大事である（CFAモデ
ルが強調した点）。では，愛着理論との関係で
こうした民族誌的資料をどのように位置づけ
るべきだろうか？ 私が推奨したいのは，愛着
関係にいくつの型があるのか，また主たる養育
者が一人に限られる（べき）かという，これま
で膨大な誌面が費やされてきた争点に決定的
な答えを求めるのではなく，親密な応答性を基
軸としたよりダイナミックで多くの人々を巻き
込んだシステムとして愛着関係をとらえ直すと
いう方向性である。こうした観点から私は，乳
幼児が養育者との関わりを通して責任を形成
していく文化的な過程についての研究を推進
してきた（Takada, 2020）。ここで私は「責任

（responsibility）」をその語源である「応答可能
性」に由来し，上述の「親密な応答性」すなわ
ち乳幼児と養育者との間主観的な関わりに基礎
づけられた関係論的な用語として用いている。
　具体例をあげよう。ジュホアンを初めとする
サンの諸集団では，母親以外を含む養育者が乳
児を早くからひんぱんに膝の上で抱え上げ，立
位を保持，あるいは上下運動させる。私はこの
養育行動をジムナスティックと呼んで研究して
きた（図2）。ジムナスティックは，授乳と同
じく親密な応答性によって特徴づけられる。ま
た，むずかった乳児をあやしたり，原始反射の
一つである乳児の歩行反射を引き出したりする。

ジムナスティックはまた，養育者と乳児が行動
の同期性や音楽性を体感する機会を提供し，そ
れに基づく帰属感や一体感の源となる。さらに，
長期間ひんぱんにジムナスティックをおこなう
ことで，乳児は歩行行動を引き出され続け，ひ
とり歩きを早く達成する。ジムナスティックは
これらを通じて，乳児の身体の組織化や感覚運
動的な発達に大きな影響を与えるだけでなく，
乳児が言語などの認知的道具を用いて社会的状
況を理解し始めるより前から周囲の人々の関係
のネットワークに乳児を位置づけ，母親やそれ
以外の人々と愛着関係を育むことに寄与する

（Takada, 2020）。
　これと関連して，ヒトを含む霊長類の発達行
動学を推進してきた根ヶ山は，母子関係に限ら
ず，個体の関係にはすべからく個体間が引きつ
け合う「求心性」と離れようとする「遠心性」
が認められるという。そして愛着理論は，求心
性のみが強調される，バランスを欠いた母子関
係を理想化してしまったと批判する（根ヶ山，
2021）。母子関係にも遠心性が強まる状況や時
期がある。それは子どもが母親以外の他者との
求心性を形成する機会となり，母親の子育ての
負担を軽減することにもつながる。上述のサ
ンにおける母親以外によるジムナスティックは，
そうした機会を活用し，母子間を超えた社会的
ネットワークを形成・維持することに大きく貢
献している。
　また優れた霊長類学者・人類学者であるハー

図2　子どもにジムナスティックを行うサンの父親
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ディによれば，ヒトの祖先は，両親とその周囲
の個体が子どものケアに投資するような社会的
な仕組みに「感情的にモダンな」乳児が前適応

（生物が進化の過程で発達させた特定の機能を
持つ形質のうち，その後の環境適応によって別
の機能に転用されるようになるもの，あるいは
その転用の過程を指す）していたシステムにお
いてのみ進化できた（Hrdy, 2016）。この仮説
は，私たちの祖先が，その環境において利用可
能な資源やその集団のメンバー間の関係に応じ
て，愛着関係を柔軟に変化させてきた可能性を
示している。またメーハンら（2016）がいうよ
うに，ヒトの「母子のペアは，孤立しているの
ではなく，身体的および心理的レベルでより広
い社会的世界に浸透し，そこから影響を受けて
いる」。したがって，他者の協力に多くを負っ
ているのは子どもだけではない。主たる養育者
もまた，彼女とその子どもを支援しようという
周囲の人々の気遣いを必要としているのである。
　以上を鑑みれば，狩猟採集社会の事例から

「ヒト本来の子育て」について洞察する出発点
は以下となるだろう。狩猟採集社会は他の社会
よりも直接的に自然環境に支えられている。そ
のため，自然環境の変化に応じて柔軟にその姿
を変えうるし，それを必要としている。狩猟採
集社会の子育てやそれを支える人間関係を特徴
づけており，他の社会におけるそれらの基層を
なすのは，この柔軟性と可塑性であろう。

文　献

Ainsworth, M. D. S., Blehar, M. C., Waters, E., & Wall, S. 
(1978). Patterns of attachment: A psychological study of the 
strange situation. Mahwah, NJ: Lawrence Erlbaum Associates.

Bowlby, J. (1969). Attachment and loss, vol.1: Attachment. 
London: Hogarth.

Draper, P. (1976). Social and economic constraints on child life 
among the !Kung. In R. B. Lee & I. DeVore (Eds.), Kalahari 
hunter-gatherers: Studies of the !Kung San and their neighbors 
(pp.199–217). Cambridge, MA: Harvard University Press.

Hewlett, B. S. (1991). Intimate fathers: The nature and context of 
Aka Pygmy paternal infant care. Ann Arbor, MI: University of 
Michigan Press.

Hrdy, S. B. (2016). Development plus social selection in the 
emergence of “emotionally modern” humans. In C. L. 

Meehan & A. N. Crittenden (Eds.), Childhood: Origins, 
evolution, and implications (pp.11–44). Albuquerque, NM: 
University of New Mexico Press.

Konner, M. J. (1976). Maternal care, infant behavior and 
development among the !Kung. In R. B. Lee & I. DeVore 
(Eds.), Kalahari Hunter-Gatherers: Studies of the !Kung San 
and their neighbors (pp.218–245). Cambridge, MA: Harvard 
University Press.

Konner, M. J. (2016). Hunter-gatherer infancy and childhood 
in the context of human evolution. In C. L. Meehan & A. 
N. Crittenden (Eds.), Childhood: Origins, evolution, and 
implications (pp.123–154). Albuquerque, NM: University of 
New Mexico Press.

Lee, R. B., & DeVore, I. (Eds.). (1968). Man the hunter. Los 
Angeles, CA: Alfred Publishing Company.

Meehan, C. L., & Hawks, S. (2013). Cooperative breeding 
and attachment among the Aka foragers. In N. Quinn & J. 
Mageo (Eds.), Attachment reconsidered: Cultural perspectives 
on a Western theory (pp.85–114). NY: Palgrave.

Mesman, J., Van IJzendoorn, M. H., & Sagi-Schwartz, A. 
(2016). Cross-cultural patterns of attachment: Universal 
and contextual dimensions. In J. Cassidy & P. R. Shaver 
(Eds.), Handbook of attachment: Theory, research, and clinical 
applications (3rd ed.) (pp.852–877). NY: Guilford.

Morelli, G. A., & Tronick, E. Z. (1992). Efe fathers: one among 
many? A comparison of forager childrenʼs involvement with 
fathers and other males. Social Development, 1(1), 36–54.

Morelli, G. A., Chaudhary, N., Gottlieb, A., Keller, H., 
Murray, M., Quinn, N., Rosabal-Coto, M., Scheidecker, G., 
Takada, A., & Vicedo, M. (2017). Taking culture seriously: 
A pluralistic approach to attachment. In H. Keller & K. A. 
Bard (Eds.), The cultural nature of attachment: Contextualizing 
relationships and development (pp.139–169). Cambridge, MA: 
MIT Press.

根ヶ山光一 (2021). 『「子育て」のとらわれを超える：発
達行動学的「ほどほど親子」論』新曜社

ルソー , ジャン・ジャック／今野一雄（訳） (2007). 『エ
ミール（上・中・下）（改版）』岩波書店（原著：
1762年刊）

ルソー , ジャン・ジャック／本田喜代治・平岡昇（訳） 
(2016). 『人間不平等起源論』岩波書店（原著：1755年
刊）

Takada, A. (2020). The ecology of playful childhood: The diversity 
and resilience of caregiver-child interactions among the San of 
southern Africa. Cham, Switzerland: Palgrave Macmillan.



9

ヒトのアタッチメント再考

はじめに
　近年，欧米では，チャイルド・マルトリート
メント，日本語で「おとなからの不適切なかか
わり」という考え方が一般化してきた。身体的
虐待，性的虐待だけではなく，ネグレクト，心
理的虐待を包括した呼称であり，養育者の子ど
もに対する不適切なかかわりを意味したより広
い観念である。この考え方では加害の意図の有
無は関係なく，子どもにとって有害かどうかだ
けで判断される。また，明らかに心身に問題が
生じていなくても，つまり目立った外傷や精神
疾患がなくても，行為自体が不適切であればマ
ルトリートメントと考えられる。
　近年，マルトリートメントを受けた子どもは，
その後のケアや治療がうまく進まないと，大人
になってからも人間関係がうまくいかないなど
の症状を示すアタッチメント障害が生じやすい
ことがわかってきた。その一因は発達過渡期の
重要な時期に極めて可逆性の低い生物学的変化
がもたらされるからである。
　ヒトの脳は，その70％が最初の1年間に，そ
の90％が最初の5 ～ 6年間に成長する。この重
要な時期に適切なケアと愛情を受け，安定した
アタッチメントを築くことが，脳の健全な発達
に必要不可欠であるが，マルトリートメントと
いう極度のストレス状況下ではそれが叶わない。
その結果，脳の機能にも影響が及び，後年もそ
の影響が継続することになる。本稿では，近年
のアタッチメント障害に関する脳科学研究知見
を紹介する。

アタッチメントの脳基盤
　アタッチメントは，「子どもと特定の母性的
人物に形成される強い情緒的な結び付き」と定
義されている。乳幼児期に家族の愛情に基づ
く情緒的な絆，すなわちアタッチメントが形成
され，安心感や信頼感の中で興味・関心が広が
り，認知や情緒が発達する。ボウルビィは，生
後1年以内の乳児にもその乳児における母性的
人物に対する特有のアタッチメント行動パター
ンが生得的に備わっていると考えた 1。子ども
は養育者にアタッチメント行動を示すことによ
り，養育者を自分のほうに引き寄せ，養育者と
の距離を近くに保つことによって，欲求を充足
し外敵から身を守っていると考えられる。
　一方，アタッチメントはネガティブ感情処理
システムであり，ネガティブな感情をうまく承
認することで安心するという身体的体験によっ
て獲得される。わかりやすく言い換えると，不
安や恐れなどの感情を抱いた時，特定の誰かに
くっついて安心を得ることにより，その不安や
恐れを受け入れられるようになるという経験で
ある。そういった点で，アタッチメント形成と
いうのは，人生の最初に経験するストレス対処
過程に他ならない。その “特定の誰か”になっ
てくれるはずの親（養育者）からマルトリート
メントを受けていれば，そうしたシステムが構
築されないのは想像に容易いだろう。
　ヒトのアタッチメント形成は，様々な神経シ
ステムにより処理される。裏を返せば，アタッ
チメント形成不全の子どもではそうしたシステ

アタッチメント障害に関する
脳科学的知見
福井大学子どものこころの発達研究センター 教授・同センター長
友田明美（ともだ　あけみ）

Profile─
1987年，熊本大学医学部卒業。ハーバード大学医学部精神科学教室客員助教授，
熊本大学大学院医学薬学研究部小児発達学分野准教授などを経て，2011年より現職。専門は小児発達学，小児
精神神経学。令和2年度文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部門）受賞。著書に『親の脳を癒やせば子どもの
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Disorder: RAD） や 脱 抑 制 型 対 人 交 流 障 害
（Disinhibited Social Engagement Disorder: 
DSED）は，感情制御機能に問題を抱えており，
多動症，解離症，うつ病，境界性パーソナリティ
障害などの重篤な精神疾患へ推移するとされる2。
そのため，小児期にマルトリートメント経験の
ある青少年たちの社会適応困難が深刻化してい
る。
　RADは学童の2.4％ 3，また，社会的養護を
受けている子どもの19.4 ～ 40.0%と高頻度に出
現する 4, 5。加えて，幼少時に被虐待経験をも
つ精神疾患患者は，経験がない者に比べ発症が
早く重症で，合併症も多く，治療応答性が低い。
このためアタッチメント障害者には，より早期
の対応が望ましいが，現実には小児期のアタッ
チメント障害への対応は容易でない。その理由
の一つに発達障害との鑑別困難があげられる。
筆者らは，RADの神経基盤を探るために，さ
まざまな脳MR画像解析を行った。
（1）�反応性アタッチメント障害患児に�

おける報酬系機能異常
　米国精神医学会の診断基準DSM–5でRAD
に分類される子ども16名（平均年齢：12.6歳）
と定型発達児20名（平均年齢：12.7歳）を対象
に，金銭報酬課題を用いた機能的MRI（fMRI）
法を実施し脳の活性化の程度を比較した 6。こ
の調査では，子どもたちにカード当てのゲーム
をしてもらった。ゲームは3種類あり，ひとつ
は当たったらたくさん小遣いがもらえる（高額
報酬）課題，もうひとつは少しだけ小遣いがも
らえる（低額報酬）課題，最後は全く小遣いが
もらえない（無報酬）課題および休憩時間で構
成される。課題の実施中に，fMRIを用いて脳
の活性化領域を調査した 7。定型発達群は，小
遣いが多くても少なくても，脳が活性化した。
つまり，どんな状況下でもモチベーションが高
いということである。一方でRAD群は，いず
れのゲームでも活性化が見られなかった。つま
り，RADでは高額報酬課題にも低額報酬課題
にも反応しなかった 6 ～ 8。それだけ脳が反応し
にくいということになる。その腹側線条体の発
達が阻害される時期（感受性期）は生後1 ～ 2

ムが健全な発達を遂げていないということであ
ろう。一つは「報酬−動機づけ系」である。線
条体（側坐核，被殻，尾状核），扁桃体，腹側
被蓋野，眼窩前頭皮質，腹内側前頭前野，前帯
状皮質などを含む系で，腹側被蓋野から側坐核
へドーパミン放出を誘発することで，食行動や
性行動などの本能的行動を快感として感じ，生
存に有利な行動を誘引するシステムである。
　他にも，「共感系」（島皮質，前帯状皮質，下
前頭回，下頭頂小葉，補足運動野など）や，「メ
ンタライジング」（上側頭溝，後帯状皮質，側
頭−頭頂接合部，側頭極，内側前頭前野など）
という，他者の心的状態の推論に関わる系がア
タッチメントの形成に関わっている。共感とは，
他者の情動を内在化し自身の脳内に再現するこ
と，すなわち相手の感情を理解することである。
さらにメンタライジングは，自分自身と他者の
行為を，その目的や意図を推察したり，価値観
を考慮しながら，自分や他者を心的な存在とし
て理解することをいう。こうした能力は，向社
会的行動（報酬を期待することなく他の人々の
ためになることをしようとする行動）につなが
る点でも重要である。

アタッチメント障害の脳科学
　マルトリートメントは養育者とのアタッチメ
ント形成に歪みをもたらすことが知られている。
アタッチメント障害は基本的に安全が脅かされ
る体験があってもアタッチメント対象を得られ
ない状態が継続することにより，養育者とのア
タッチメント関係（絆）がうまく形成されない
ことによる障害である。文字どおり，養育者と
のアタッチメント関係（絆）がうまく形成され
ないことによる障害で，深刻なマルトリートメ
ントがその背景にあるとされる。コミュニケー
ション上の問題や行動上の問題など，一見する
と従来の発達障害の子どもと似た特徴を示す場
合も多い。子どもの基本的な情緒的欲求や身体
的欲求の持続的無視，養育者が繰り返し変わる
ことにより安定したアタッチメント形成が阻害
されることが病因とされている。特に，反応
性アタッチメント障害（Reactive Attachment 
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アタッチメント障害に関する脳科学的知見

歳のマルトリートメント経験にピークがあるこ
とが明らかになった 6。
　また，アタッチメントスタイルでは回避的な
対人関係が腹側線条体の脳活動低下と関連して
いた。以上より，RAD児では報酬系の機能低
下および対人関係の症状やマルトリートメント
を受けた時期との関連が示唆された。
　アタッチメント障害をもつ子どもたちは自己
肯定感が極端に低く，叱るとフリーズしてしま
い，褒めことばはなかなか心に響かない特徴が
あるので，低下している報酬系を賦活させるた
めにも普通の子ども以上に褒め育てを行う必要
がある。
（2）�反応性アタッチメント障害児における

視覚野灰白質の容積減少
　米国精神医学会の診断基準DSM–5でRAD
に分類される子ども21名（平均年齢：12.8歳）
の脳皮質容積を調べたところ，定型発達児22
名（平均年齢：13.0歳）に比べて，左半球の
一次視覚野容積が20.6％減少していた（図1）9。
その視覚野の容積減少は，RAD群が呈する過
度の不安や恐怖，心身症状，抑うつなど，「子
どもの強さと困難さアンケート」の内向的尺度
と有意に関連していた（p < 0.05）。
　さらに，特定された一次視覚野についてマル
トリートメントを受けた時期とタイプが灰白質
の容積減少に及ぼす影響について検討したとこ
ろ，4 ～ 7歳の時期のマルトリートメント経験
が最も影響を及ぼしていることが明らかとなっ

た（p < 0.05, FDR corrected）10（図2）。その
背景として辺縁系の活性不全が関連しており，
この時期のマルトリートメント経験は，情動的
な視覚刺激に対するストレス反応の増悪因子で
ある可能性がある。また，マルトリートメント
のタイプについて，虐待タイプの併存数の多
さ，およびネグレクト経験があることが最も影
響を及ぼしていることが示唆された（p < 0.05, 
FDR corrected）。
　興味深いことに，小児期に虐待を受けた成人
では視覚野の灰白質容積減少 11, 12があり，しか
もそれらの成人は後頭葉から側頭葉領域を結ぶ
下縦束（Inferior longitudinal fasciculus: visual 
limbic pathwayの一部）の白質線維が減少して
いた 13。
　一方で，社会性に関わるオキシトシン受容体
のエピジェネティクス解析から，アタッチメン
ト障害を有する被虐待児では，背景にあるア
タッチメント形成障害が，社会脳（眼窩前頭皮
質）の未成熟を招いていることを突き止めた 14。
また，マルトリートメント経験がオキシトシン
受容体のDNAメチル化を誘導し，子どもの愛
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図1　RAD児のVBM法による視覚野灰白質容積の減少
VBM 法（脳の容積変化をボクセル単位で統計解析する
方法）による RAD 群と定型発達群との脳皮質容積の比
較検討結果。RAD 群では左半球の一次視覚野（17 野）
の容積が 20.6％減少していた。（文献 9 より引用）

図 2　マルトリートメントのタイプ（A）と時期（B）
が反応性アタッチメント障害（RAD）群の視覚野容
積減少に及ぼす影響の重要度推定
p  < 0.05; ***p  < 0.001; FDR corrected

（文献 10 より引用）



12

着不安に直接影響は及ぼさないものの，前頭眼
窩野の容積低下を介して愛着不安を高めている
可能性も示唆された。今後はオキシトシン受容
体の脱メチル化とマルトリートメント後の成育
環境条件との関連性を明らかにする必要がある。

おわりに
　アタッチメント障害について，その障害およ
びその心的機能の問題に関与するさまざまな脳
構造や脳機能の異常がMRIを用いた脳画像研
究からわかってきた。これらはアタッチメント
障害の病態解明および病態特徴に基づく治療薬
開発を目指した臨床応用への発展に貢献すると
考えられる。さらにアタッチメント障害の病態
の理解を深め，治療方法の開発につなげるため
には，アタッチメント障害の報酬への反応性や
社会性や対人関係の問題に関与する神経生物学
的な基盤を明らかにしていく必要がある。
　しかし，アタッチメント障害というのは比較的
新しい概念でもあるため，診断基準については
いまだ安定していないというのが現状であろう。
　ヒトの脳は，経験によって再構築されるよう
に進化してきたのであろう。児童虐待への曝露
が脳に及ぼす数々の影響をみてみると，人生の
早期，幼い子どもが曝された想像を超える恐怖
と悲しみ，被虐待体験は子どもの人格形成に深
刻な影響を与えてしまうことが一般社会にも認
知されてきた。子どもたちは癒されることのな
い深い心の傷（トラウマ）を抱えたまま，さま
ざまな困難が待ち受けている人生に立ち向かわ
なければならなくなる。トラウマは子どもたち
の発達を障害するように働くことがあり，従来
の「発達障害」の基準に類似した症状を呈する
場合がある。子どもたちの発達の特性を見守る
のが周囲の大人の責任であることを再認識しな
ければならない。
　虐待のタイプや受けた時期との関連が示され
たことにより，画一的ではない介入や子ども虐
待に起因する反応性アタッチメント障害など精
神疾患の発症メカニズムの理解や治療・支援法
の開発が早急に望まれる。
＊COI：本論文に関連して開示すべき利益相反はない。
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ヒトのアタッチメント再考

はじめに
アタッチメント理論が提唱された背景に，

ハーロウのアカゲザルの研究があることは有名
である。ボウルビィは，動物行動学，進化生
物学の視点を取り入れて，アタッチメントを解
説しており，彼の著書には，アカゲザル（オナ
ガザル類）をはじめ，キツネザル（キツネザル
類），マーモセット（新世界ザル），ヒヒ，パタ
スモンキー（オナガザル類），チンパンジー，ゴ
リラ（大型類人猿，図1参照）など，様々な霊
長類種が登場する。ボウルビィは，ヒトの独自

性を認めつつも，動物，とりわけ私たちに近い
ヒト以外の霊長類の知見から，ヒトのアタッチ
メントについて理解が深められると考えていた 1。

アカゲザルの研究から
ヒトは進化的な存在であり，ボウルビィも指

摘したように，ヒトと系統発生的に近いヒト以
外の霊長類には共通する特徴がある。他の哺乳
類と比較して，霊長類では繁殖速度が遅い，つ
まり妊娠期間や出産間隔が長く，多くの場合一
産一子で，生まれた子は成長速度が遅く，長
い期間をかけて育てられる。哺乳類であるため，
子の生存には母親による授乳という養育行動が
必須である。多くの種では，直接的な世話を担
うのは母親で，生後しばらくの間，子どもは四
六時中母親と密着し，また母親による育児放棄
はほとんどないとされる。こういった共通点の
存在から，ヒトのアタッチメント形成とその発
達後の影響について理解を深めるべく，アカゲ
ザルを主な対象として，母親の養育行動と母子
関係に関する研究が，精力的に行われてきてい
る。

ヒト以外の霊長類を対象とした場合，ヒトで
は困難な実験的操作が可能である。母親と分離
して，同齢の仲間と育てる母性はく奪が，発達
に与える影響を調べた研究や，出産直後に母子
を入れ替える里子実験によって，養育環境と遺
伝の影響を切り離した研究も行われている。こ
ういった研究によって，母子分離の発達への影
響だけでなく，環境が母親の養育行動に与える

霊長類研究からみた
アタッチメント
上智大学総合人間科学部心理学科 准教授
齋藤慈子（さいとう　あつこ）

Profile─
2005年，東京大学大学院総合文化研究科博士課程修了。博士（学術）。2018年よ
り現職。理化学研究所脳神経科学研究センター 客員研究員。専門は発達心理学・比較認知科学・進化心理学。
著書に『ベーシック発達心理学』『正解は一つじゃない 子育てする動物たち』（ともに共編著，東京大学出版会），

『進化でわかる人間行動の事典』（分担執筆，朝倉書店）など。
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ンは，父母とその子どもを中心とした家族で生
活しているが，一度に母親の体重の10%程度の
大きな子を双子で産むことが多く，さらに母親
は出産後1週間程度で次の子どもを妊娠するこ
ともあり，非常に多産である。子育ての負担が
大きいためか，母親に加え父親だけでなく，兄
姉個体も積極的に子育てに参加し，乳児は生後
直後から母親以外の個体にも背負われる 3。
　同じく新世界ザルのティティ（図3）は，オ
スメスのペア間の絆が強く，一産一子であるが，
子育ての大半を父親が担う。そのため，子ども
はアタッチメントを父親に形成するようである。
子どもは母親と一緒にいたとしても，父親と分
離させられることで，ストレスホルモンのコル
チゾール値が高くなるという 4。
　アカゲザルと同じ旧世界ザルのコロブス類

（図4）も，養育個体との関係はアカゲザルと
異なり，母親以外のメスによる世話行動がよく

影響や，子どもの気質とアタッチメント関係の
関連，養育環境の違いがもたらす成長後の生理
的な変化などの知見が蓄積されてきている。ヒ
トと同様に，養育環境が脳の発達や神経伝達物
質に影響を与えること，遺伝と環境の交互作用
があることなども報告されている 2。

霊長類の養育個体との関係の多様性
　ただし，霊長類であれば，アタッチメントの
メカニズムも共通であり，アカゲザルの知見は
すべてヒトに応用可能である，と安易に結論づ
けることには注意が必要である。ボウルビィも

「低次のサル」と記述しているように 1，研究者
は，ヒト以外の霊長類を，ヒトの単純化された
モデルととらえていないだろうか。他のモデル
動物をヒトの理解に用いる際にも留意しなけれ
ばならない点であるが，生物は共通祖先から分
岐したのち，それぞれ独自の進化を遂げている
ため，いわゆる“下等”とされる動物は，必ず
しもヒトの単純化されたモデルというわけでは
ない。
　アカゲザルでは，母親と子どもの関係は多く
の場合調和的で，生後しばらくの間，母子は密
着して過ごす。こういった種では，母子関係が
社会性の発達に大きな影響を持つことは間違い
ないであろう。しかし，一口に霊長類といって
も，子どもと養育個体の関係は多様である。
　新世界ザルのマーモセット（図2）やタマリ

図 2　下のきょうだ
い 2頭を背負う，コ
モンマーモセット

（筆者撮影）
図 4　子どもをやり取りするアビシニアコロブス

（筆者撮影）

図 3　子を背負うティティ
©Geoff Gallice, 2012 （https://commons.wikimedia.
org/wiki/File:Flickr_-_ggallice_-_Tocón_con_cría.jpg）
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ヒトのアタッチメント再考

霊長類研究からみたアタッチメント

見られる。乳児は生後初日から母親以外の個体
とかかわりを持ち，母親は，乳児を他個体に預
けることで，食事に専念できるという 5。
　ヒトに近い類人猿でも，子育ての在り方は多
様である。核家族的な社会構造をもつテナガザ
ルでは，子どもは父親に抱かれることはない。
チンパンジーは乱婚で父親と子どもの血縁関係
が不明瞭なため，積極的な父親と子のかかわり
は見られず，母子中心の子育てが行われるが，
オスを含む世話好きな個体が血縁関係のない子
の世話をすることもある。ゴリラは主に一夫多
妻制で，離乳後の子どもは父親から世話を受け
る 3。
　こういった多様性が見られる中で，はたして
アカゲザルを中心とした研究の結果だけから，
ヒトのアタッチメントを考えることが妥当だろ
うか。ヒトを含め，それぞれの種の社会性，子
どもの育つ環境の多様性を考慮して議論しなけ
ればならない。

ヒト以外の霊長類の研究で留意すべき点
　先にヒト以外の霊長類を対象とする利点とし
て，ヒトでは行えないような養育環境の実験的
操作が可能である点に触れたが，ヒトに近いが
ゆえに，動物福祉の観点から，社会的環境のは
く奪など，大きな苦痛をもたらすような操作は
安易には行えない。また，できるだけ実験対象
とする個体の数を減らす必要もあり，繰り返し
同じような実験・研究を行うことにも制限があ
る。このことは，心理学，比較認知科学の分野
でも問題となっている再現性の危機にもつなが
りうる。霊長類の認知研究では，プロジェクト
として，複数の研究室が再現性を追究する動き
もある 6。アタッチメント研究においても，ア
カゲザルを含むマカクザルや，マーモセット類
では，世界各地でコロニーが飼育されていると
いう利点を生かして，同様の条件で結果を比較，
蓄積できるような仕組みの構築が期待される。
　また，条件を統制したうえでの実験は，要因
を絞り込むことができるという利点がある反面，

“不自然な”環境でみられる行動を対象とする
ことになり，一般化可能性の問題もはらんでい

る。生態学的妥当性という問題もまた，ヒト以
外の霊長類のアタッチメント研究を行う上で，
留意すべき点である。
　進化的な視点がアタッチメント理論の背景に
あるが，ボウルビィの時代以降の進化生物学の
発展を，十分に取り込んだ議論がされてきてい
るのかも気になるところである。これまでの研
究から，ヒト以外の霊長類の複数の種で，母親

（父親）の養育行動に一貫した個体差があるこ
と 7，上述のように，養育環境の違いが生理的・
解剖学的変化をもたらすこと，環境の影響の受
け方にも遺伝的な基盤・多様性が存在すること
がわかっている。これらのことから，養育行動
の個体差，アタッチメントの個体差の存在を，
進化的に議論する必要はないだろうか。つまり，
安定型のアタッチメントが，ヒトを含む各動物
種にとって“典型”とは言い切れない可能性も
あるのではないだろうか 8。アタッチメントの
タイプに“典型”，“異常”という言葉を使うこ
と自体を再考すべきかもしれない。

特殊な霊長類，ヒト
　ここまで，ヒト以外の霊長類について述べて
きたが，我々ヒトはどのような霊長類なのだろ
うか。ヒトも哺乳類であり霊長類であることか
ら，授乳が必須で，子ども期が長く，子どもは
長期間世話を受ける必要があるという点は，他
の霊長類と共通している。しかし，特異な点も
もちろんある。他の霊長類の多くは，自力で母
親にしがみつくだけの身体運動能力を持って生
まれてくるのに対し，ヒトの場合，二足歩行
と，脳の大型化のため，子どもは未熟な状態で
生まれてくるようになった。さらに，長寿化や
脳の大型化にともない，子ども期はますます長
くなった一方で，他の大型類人猿に比べて授乳
期間と出産間隔は短くなっている。多くの霊長
類の子どもが，離乳後，食に関しては自立する
のに対して，ヒトの子どもは離乳後も食を大人
に依存する。つまり，ヒトは未熟で労力的にも
時間的にも非常に手のかかる子どもを，同時に
複数育てるような子育てをする。他の霊長類が，
上の子の世話がほぼ必要なくなった後に，次の
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子を産むのとは大きな違いである。
　その結果，きょうだい間の葛藤も強く存在す
る。ボウルビィは，子どもの養育と対立し，両
立させることが非常に困難で，養育行動を阻害
するものとして，他の子ども達の要求を挙げて
いるが 1，ヒトの子育ては多くの場合，そういっ
た阻害要因がある中で行われるものと考えられ
る。母子の調和的な関係性が基本のアカゲザル
モデルから，ヒトのアタッチメントを考えるこ
とには限界があるだろう。
　手のかかる子を同時に複数長期間にわたって
育てるヒトでは，多くの霊長類，哺乳類が行っ
ている母親単独での子育ては難しい。ヒトは，
共同繁殖をする種といわれ，母親だけでなく父
親や祖父母，非血縁個体による子どもの世話，
アロマザリングが広くみられる 3。こういった
観点からすると，コロブスやマーモセット，タ
マリン，ティティの養育行動やアタッチメント
の発達を研究する意義は大きいかもしれない。
　ヒトを特殊なものにしているものとして，文
化の存在があることも言うまでもない。養育環
境，子育てや家族の在り方は，時代，地域によっ
て多様である。そして文化自体によって，我々
ヒトという種も進化してきているともいわれ
る。文化により生物としては不適応な行動，少
子化が広まっている可能性も指摘されている 9。
我々ヒトは，文化的産物である道具を使い，子
どもと養育者のかかわりの在り方も変えている。
ミルクと哺乳瓶によって，母親以外の個体でも
授乳を行えるようになったことは，大きな変化
の一つといえるが，母親以外のヒトだけでなく，
モノ，制度も含めたアロマザリングを前提とし
て，ヒトの子どもが育つ環境を考えなければな
らないだろう 10。
　20世紀後半の「父親は仕事，母親は家事育
児」という“伝統的”性別役割分業が一般的
だった時代に，母子関係を中心としたアタッチ
メント研究は，妥当（？）だったのかもしれな
い。しかし，共働き家庭の増加だけでなく，専
業主夫家庭，シングルファザーやシングルマ
ザー家庭，ステップファミリー，養子縁組や里
親制度による子育て，同性カップルによる子育

てなど，家族の在り方，子どもの育つ環境が，
変化・多様化している中で，母親との“典型”
的なアタッチメントを“よし”とするアタッチ
メント研究を続けていくことの意義と問題を，
改めて考える必要があるのではないだろうか。
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妊娠出産によるホルモン変化と養育行動
　性経験や育仔経験のないげっ歯類のメスは出
産前，仔マウスや仔ラットを忌避する。その後
出産を経るとただちに養育行動を示し，母性行
動を獲得する。このような劇的な行動の変化を
もたらす要因として妊娠や出産に伴って変化す
る内分泌の機能，特に生殖腺から分泌されるエ
ストロゲンやプロゲステロンの動態と，中枢
におけるその受容体分布の変化が知られてい
る。脳内部位として，視床下部内側視索前野

（mPOA）が重要である。この部位には母性ホ
ルモンと呼ばれるオキシトシンの受容体の発現
も多く，オキシトシンの受容体が分娩前のエス
トロゲン上昇によって増加する。例えばオキシ
トシン神経細胞が多く存在する視床下部室傍核

（PVN）の破壊やオキシトシンの作用阻害薬を
分娩後のメスラットに投与すると養育行動の発
現が阻害されることから，養育行動の誘起に
は，オキシトシンの分泌が必要であり，PVN
で産生されたオキシトシンがmPOAに運ばれ
て，作用することで母性行動が誘起されると考
えられている 1。興味深いことに，一度養育行
動を獲得したメスラットのオキシトシン機能を
阻害しても母性行動は維持されることから，オ
キシトシンの役割は母性の獲得であろうと考え
られている。
　妊娠や出産に伴う内分泌の変化だけが母性行
動の発現を促しているわけではない。げっ歯類
では，メス個体が仔との触れ合いによって得ら
れる接触シグナルが養育行動の発現と維持に重

要である。たとえ分娩を経験していても，その
後に仔を隔離し，母個体と直接接触できないよ
うにしておくと，仔に対する反応性が1週間程
度で減少する 2。このことは，分娩後の養育行
動の維持には，母と仔が身体的に接触する必要
があることを意味する。とくに仔から母の乳房
への吸乳シグナルは乳汁射出を刺激するために
オキシトシンの分泌を増加させるが，このとき
分泌されたオキシトシンは，末梢血中を介して
乳腺に作用するだけでなく，中枢神経系に作用
して養育行動の発現を促す 1。また毛づくろい
などの接触シグナルでもオキシトシンの分泌が
生じることから，オキシトシンが母仔の接触と
高レベルの養育行動の維持を仲介していると考
えられる。このことからオキシトシンは母子間
の関係性，特に子からのアタッチメントと養育
の経験依存的な行為を介した絆の形成の中心的
役割を担うといえよう 3。

子からのアタッチメントシグナルと 
母親の選択的養育行動の発現

　アタッチメント行動とは，特定の対象との近
接によってネガティブな情動を軽減するための
行動システムである。典型的には，母子間のよ
うな幼弱−擁護者の関係性において，子が親を
引き寄せ，自身のストレスや不安を軽減させる
ための行動と言える。多くの哺乳類の仔は体温
調節や運動機能が未熟な状態で生まれてくるた
め，生後間もないころから親の養育行動を惹起
するために様々なアタッチメントシグナルを発
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スの出す鳴き声への接近行動が観察されないが，
交尾経験や育仔経験を経ると仔マウス超音波へ
の反応性が獲得される 7。近年の神経細胞を対
象とした電気生理学的研究によって，育仔経験
のないメスマウスの聴覚野では，仔マウス超音
波に対して神経細胞は高い活性を示さないもの
の，母マウスになると特異的な活性を示すこと
が報告された 8。この可塑的変化には視床下部
からのオキシトシンの分泌が必要で，オキシト
シンを介して，仔マウスの声に反応する神経回
路が構築される。このように，仔マウスの鳴く
声に対しての反応性は，養育経験を経て，聴覚
野の感覚受容細胞の可塑的変化を伴うことが明
らかにされつつある。

アタッチメントシグナルとオキシトシン
　分娩や吸乳の刺激により母親の脳内で放出さ
れたオキシトシンの一部は，嗅球に到達して神
経細胞を興奮させる。このときに仔の嗅覚シグ
ナルが嗅球に入力されることで，仔の匂いに選
択的に反応する神経回路が形成され，この“記
憶”を頼りに自身の仔に特異的な養育行動を呈
するようになる 9。この出産24時間以内という
感受期は極めて厳密に制御されているようで，
この間に仔の匂い刺激への曝露を妨げる，ある
いは嗅球にオキシトシン阻害薬を投与して記憶
形成を阻害すると，母ヒツジは仔を拒絶するよ
うになる 9。
　ラットやマウスでも仔におけるアタッチメン
ト行動の発現にもオキシトシンが関与する。た
とえば，ラットの幼若個体にオキシトシンを投
与すると，母個体から分離されたときに発する
超音波の発生回数が減少する 10。このことから，
母個体との接触によるオキシトシンの分泌上昇
が仔に安寧効果をもたらし，結果として鳴き声
が低下すると思われる。このようにオキシトシ
ンは母個体の養育行動と仔のアタッチメント行
動の両方を制御することで，状況に応じた母仔
の適切な行動発現を調整し，より強固な生物学
的絆を形成する体内因子として機能していると
考えられる。

する。その中で，仔がもつ特有の嗅覚シグナル
は親が仔を認知するために重要なシグナルで，
その例としてヒツジがあげられる。ヒツジは比
較的大きな群れで生活する季節繁殖動物であ
る。このような動物では，群れで同じ時期に出
産があるため，自分自身の仔を他のヒツジの仔
と見分けて，育てなくてはならない。このよう
な養育行動の選択性は出産後，仔に付着してい
る羊膜の匂いを人工的に洗い流すことで消失す
る。また，羊膜の匂いを自身の仔ではないほか
の仔に付着させると，その仔に対して養育行動
を示すようになることが報告されていることか
ら，自分の子への選択的養育行動は，子からの
嗅覚シグナルを母が記憶することに依存してい
ることがわかる 4。
　げっ歯類でも仔の認知において嗅覚シグナル
は重要である。特に初産のマウスは仔から発せ
られる嗅覚シグナルによって養育行動が誘起さ
れる。たとえば，初産のメスマウスの嗅球を除
去すると適切な養育行動が発現せず，仔殺しが
観察される。その一方で，すでに育仔をしたこ
とがある母マウスでは嗅球除去をしても養育行
動の発現は阻害されない。また，たとえ初産の
メスマウスであっても，出産前に実験的に何度
も他の仔に暴露しておくことで，嗅球除去によ
る養育行動障害はみられなくなる 5。
　仔が発する聴覚シグナル，すなわち仔の鳴
き声も嗅覚シグナル同様に養育行動を誘起す
る。聴覚シグナルは，離れてしまい姿が見えな
くなってしまった親をすぐさま呼ぶのに適した
アタッチメントシグナルであり，ヒツジやブタ
などの親は，仔の鳴き声を頼りに離れた仔のも
とに近寄っていく。げっ歯類の仔も巣や親から
隔離されると幅広い超音波領域の音声を発する。
母マウスは分離された仔マウスが出す超音波に
接近行動を示し，仔マウスを探索するような行
動を見せる。この接近行動は，人工的に超音波
の周波数や持続時間を変更すると消失すること
から，母マウスは仔マウスの発する超音波音声
の特徴を知り，それを手がかりに仔マウスを探
して巣戻し行動を示すと考えられる 6。また出
産経験や育児経験のないメスマウスでは仔マウ
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養育に関与する 経験とホルモンの相互作用

オキシトシンの中枢機能
　近年の分子遺伝学研究は，これまでの技術で
はなしえなかった神経メカニズムの解明に寄与
してきた。オキシトシン分子あるいは受容体の
遺伝子の欠損マウスでは，個体識別能に障害が
認められ，出会った相手を覚えられない 11。こ
のことから，オキシトシンの根本的な生理的役
割の一つは社会的認知と記憶形成といえる。そ
の他，オキシトシン神経系を遺伝的に操作した
マウスの研究から，オキシトシンが個体認知や
社会的意思決定，不安記憶の形成などに深くか
かわることが示されてきた 11。
　上述の母性行動の経験依存的獲得にもオキシ
トシンが関与する。処女メスマウスと母マウス
を同居させておくと，次第に処女マウスも母性
行動を示すようになる。筆者らの最近の研究で，
母マウスが処女マウスに積極的に育児を教える
こと，その経験時に処女マウスのオキシトシン
分泌が起こり，それを介して育児行動が獲得さ
れることが分かった。行動を詳細に解析すると，
処女マウスは母マウスから巣に連れてこられた
り，目の前に仔マウスを置かれたりと，積極的
な養育参加が促される。その際，処女マウスの
オキシトシンが分泌され，そのオキシトシンが
養育にかかわる中枢を形成していた。
　このように，オキシトシンは社会認知と母性
行動の発現の双方にとって極めて重要である。
オキシトシンの作用によって，母子や雌雄間の
パートナーが認識し合い，お互いを結びつけて
いるというのは妥当な解釈といえる。オキシト
シンは，ヒトを含む多様な脊椎動物種に広く保
存されている古典的な神経ペプチドである。そ
れゆえ，個体レベルの行動の理解のみならず，
進化や動物行動学の観点から絆の形成の生物学
的意義を理解するうえで，オキシトシンは極め
て興味深く，重要な分子といえるだろう。

オキシトシンを介した 
3 つのポジティブループ

　ラットやマウスは多産で，一回の出産で8匹
前後の仔を産む。時に2匹あるいは3匹程度し
か生まれない場合があるが，この時には仔から

の出産直後のアタッチメントシグナルとしての
吸乳刺激が弱いため，母性行動が誘起できず母
親は仔を見捨てて，食殺につながる。つまり，
母性は仔からの強いアタッチメント行動が育て
ていることになる。一方，母親からの養育行動
は仔の身体的な成長と共に社会性を育んでいく。
仔が親を育て，親が仔を育てる，という双方向
性の関係性が成立し，その過程を経ながら絆が
形成される。この絆の形成は生得的なものだけ
ではなく，母と仔の双方から発せられる視覚・
触覚・嗅覚・聴覚などの感覚系を介したシグナ
ルのやり取りの経験が重要である 3。母子間の
絆形成において，げっ歯類などの動物実験から
皮膚接触の刺激は極めて重要であることが示さ
れている。絆が形成されれば，母親が安全基地
として機能し，社会的緩衝作用によって幼若個
体を過剰なストレスから守ることができるよう
になる。母仔間の関係性は一時的な効果だけで
はない。安定した養育環境を過ごすことで，仔
は正常な情動や社会行動を発達させることがで
きる。例えば幼少期の母仔間の絆形成が略奪さ
れたアカゲザルでは，成長後の親和行動の障害
が認められ，さらに他個体のストレス反応を減
弱させる社会的緩衝作用に関わる機能も低下す
る 12。このことから母仔間の関係性は，情動や
社会性の発達にも関わる大きな要因といえよう。
　上述のように，分娩や育仔などの社会経験は
オキシトシン神経系を活性化させ養育行動を促
す。このときに経験する育仔行動は母個体のオ
キシトシン神経系を活性化させ，養育行動の発
現をさらに高める。このことから，母個体のオ
キシトシン神経系の活性と養育行動はポジティ
ブループを形成しているといえる 3。また，養
育行動を受けることで仔のオキシトシン神経系
も刺激され，探索行動などのアタッチメント行
動の発現が強化される。アタッチメント行動は
乳房吸乳などの接触刺激を介して母個体のオキ
シトシン神経系を活性化し，養育行動をさらに
賦活化する。つまり，母から仔への養育行動と
仔から母へのアタッチメント行動も正のフィー
ドバックとして機能し，母仔間の生物学的絆の
形成をより強固なものとする。これらオキシト
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シン神経を介した，アタッチメント行動と養育
行動という2つの正のフィードバックが母と仔
の間に存在し，2個体間でポジティブループが
機能することがわかる 3。
　さらに，母仔関係のポジティブループはこれ
ら2つにとどまらない。発達時に母親から密な
養育行動を受けると，そのメスの仔が成長後に
母親になると，同じようにわが子に対して高い
養育行動を示すようになる。これは世代をも超
えたポジティブループが存在していると言える。
コロンビア大学のChampagneは，母子間の絆
が略奪された場合の，子の神経系ならびに行動
変化を調べた。母親からの養育行動の一つであ
る毛づくろい行動を受けた頻度によって，将来
の母性行動の発現が大きく変わること，そのと
きオキシトシン受容体の発現が変化することを
明らかにしている 13。
　これらを踏まえると個体，母仔間，そして世
代間における3つのポジティブループが存在し，
それぞれが別個に機能するのではなく，互いに
密接に結びつくことで巨大な円環を構築してい
ることが概観できる（図1）。まさに親和的関

係性が社会の中で継代されている，そこにオキ
シトシン神経系が関与することが分かってきた
といえるだろう 3。
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図１　マウスにおけるオキシトシンと愛着行動，養育行動の 3つのポジティブループ
妊娠出産に際し，メスの体内では劇的な内分泌変化が生じ，これが養育行動の発現の基盤を形成する（①）。分娩後，
仔からの愛着行動，特に吸乳刺激（②）が母親の脳内のオキシトシン分泌を高める（③）。オキシトシンの分泌により，
養育行動が発動する（④）。養育行動を受けた仔マウスでも脳内でオキシトシンが分布され（⑤），オキシトシンを介し
た「母子間でのポジティブループ」が駆動する。また養育経験自体も，オキシトシンを介して養育行動をさらに高める，「個
体内でのポジティブループ」がある（⑥）。さらに幼少期に多くの養育経験を得たメスマウスでは（⑦），自身が母親になっ
た際には高いオキシトシン神経系の活性化とそれを介した母性行動が知られており，これが「世代間でのポジティブルー
プ」（⑧）となる。
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心理学研究の舞台裏と再現性
　私はコロナ禍によって語られる
ことが少なくなった舞台裏に重要
なものがあるように感じています。
この10年ほどは，心理学の再現
性について大いに議論されてきま
した。心理学の再現性が低い理由
の1つとして，舞台裏が公開され
てないことに起因するものがある
ように思えます。
　再現可能性の検討で，論文で使
用したデータから論文に掲載され
た結果が再現できるか調べること
があります。この検討では，デー
タや解析コードが必要になります
が，論文発表時にデータを公開し
たり，論文に掲載することはまだ
一般的ではありません。また，再
現性の確認において追試が重要で
すが，論文に掲載されている情報
だけでは，正確な追試ができない
ことがあります。研究で用いたマ
テリアルやプロトコル（可能なら
実験風景を撮影した動画など）が
あると正確な追試が可能ですが，
それらの公開はまだ一般的ではあ
りません。データ・解析コード・
マテリアルなどのデータ収集に関
する詳細情報などの舞台裏が表に
でていないことで，再現可能性が

低くなっているといえます。
舞台裏をオープンにしよう！

　コロナ禍により舞台裏について
語られることが少なくなっている
ので，データ・解析コード・マテ
リアルなどの舞台裏を意識的に公
開していく必要があります。ただ，
これまでは舞台裏ということで，
自分が分かれば良いので散らかっ
た状態だったものを，他の人にも
分かるように公開する必要があり
ます。舞台裏をオープンにするに
あたっては，これまで習ってこな
かったオープンサイエンスについ
て学ぶことが求められます。
　データの公開にあたり，参加者
に不利益が生じないようにプライ
バシーを守ること，第三者が再利
用しやすいように公開することが
重要です。まず，公開データから
参加者のプライバシーが漏洩しな
いように，匿名化処理を丁寧に行
う必要があります。また，データ
公開にあたり参加者に事前に同意
をとる必要があるので，倫理申請
の段階から準備が必要です。特に
臨床データの場合などは，データ
公開への同意の取得と匿名化には
十分に気を配る必要があります
　データをそのまま公開しても，

世界規模で感染症の影響を受けた2020年。日本でも変化が見られ，大学の講義，学会や研究会で遠
隔ツールが積極的に導入されるようになりました。研究活動によって影響の大小は様々ですが，４
名の先生方に課題や工夫など研究の裏側について教えていただきました。 （山㟢真理子）

心理学研究の舞台裏─コロナ禍１年目を振り返って

　2020年はコロナ禍によって，対
面のデータ収集が困難になり，学
会や研究会もオンライン開催とな
るなど，研究環境にドラスティッ
クな変化が生じました。データ収
集の困難さから，心理学研究の表
舞台である論文や学会での発表が
難しくなった方もおられると思い
ます。それに伴い，オープンデー
タへの関心も高まり，私も有志の
方とオープンデータのリスト化や
オープンデータの利用と作成法に
ついて発表を行ってきました。
　コロナ禍の影響は心理学研究の
表舞台を支える舞台裏にも広がっ
ており，それはより深刻であるか
もしれません。心理学研究の舞台
裏として，研究アイディアを思い
つく過程，周囲の研究者との対話，
質問紙や認知課題などの準備や調
整，データ収集，データ解析，結
果の解釈などがあると思います。
こういう舞台裏は，どちらかとい
うと学会の懇親会やインフォーマ
ルな場で語られることが多いよう
に思います。そのため，コロナ禍
においては，舞台裏の情報や知識
が共有されないような状況が増え
ているかもしれません。

小特集

コロナ禍でも機能する心理学研究の
舞台裏装置としてのオープンサイエンス
専修大学人間科学部心理学科 教授
国里愛彦（くにさと　よしひこ）

Profile─
2011年，広島大学大学院医歯薬学総合研究科創生医科学専攻修了。博士（医学）。
2021年より現職。専門は臨床心理学，計算論的精神医学，認知行動療法。著書に

『計算論的精神医学：情報処理過程から読み解く精神障害』（共著，勁草書房）など。
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他の研究者が理解できない可能
性もあり，データについて説明
をつけるなど第三者が再利用し
やすくする工夫が必要になりま
す。このように書くと手間が多く
て，「ちょっと，やりたくないな」
と思われたかもしれないのですが，
データ共有は，研究を正しく行う
上でもメリットがありますし，そ
のデータを使った2次分析研究が
可能になるので，コロナ禍でデー
タ収集が難しい仲間を助け，研究
領域のさらなる発展に繋がります。
　解析コード・マテリアル・プロ
トコルの公開は，プライバシーへ
の配慮が不要なことが多いので，
やりやすいかもしれません。デー
タと解析コードの両方を公開する
と，再現可能性をより保証するも
のになります。ただ，解析コード
やマテリアルをそのまま共有して
も第三者には分かりにくいかもし
れません。解析コードの使用方法
を含めた説明文書，データについ
て説明するメタデータの付与，解
析環境の違いが結果に影響を与え
る場合は環境自体の共有なども必
要です。これらは，これまで行っ
ていない作業なので，手間といえ
ば手間なのですが，それが研究の
透明性を高めて，ひいては心理学
のより堅実な発展に貢献します。
　オープンサイエンスが重要なの
は分かるものの，実践方法につい
ては，私も含め多くの心理学者が
教育を受けてきてないと思います。
そこで，心理学者がオープンサイ
エンスを学ぶためのコミュニティ
のJCORS（Japanese Community 

for Open and Reproducible 
Science, https://osf.io/z4cgu/）
を作りました。関心のある方は是
非ともご参加ください。

舞台裏の活動とコラボレーション
　オープンサイエンス実践を行う
のは実際のところ簡単ではあり
ません。杣取・国里（2019）は，
データ・解析コード・マテリアル
の共有に取り組みましたが，慣
れない準備に時間がかかりました。
専門の研究をしつつ新しい研究実
践を学ぶのは負担かもしれません。
近年は，情報共有速度の加速に
よって，新しい測定法や解析法な
どの多様化と高度化が，急速に進
んでいます。研究に求められる水
準が高くなっており，1人の研究
者で研究遂行するのも大変になっ
ています。そこで，それぞれの専
門性をより深化させて，上手にコ
ラボレーションができると良いの
ではないかと考えています。
　心理学研究でコラボレーション
の話がでると，「心理学者ならこ
のくらい理解しているべし」って
いう議論が生じがちです。もちろ
ん，森羅万象に通じていると良い
ですが，なんでもできる超人だけ
が心理学研究するというのはなん
だか息苦しいです。各自が専門性
を深めた上で，適切にコラボレー
ションする方が効率も良いと思い
ます。個人の競争を煽って不適切
な形でスター研究者を作るのでは
なく，研究者コミュニティで課題
に取り組む方が，持続可能な研究
者コミュニティのあり方ではない
かと思います。また，コラボレー
ションが明確になされると，論文
の各著者の貢献が明確になり，オー
サーシップの観点からも適切です。

舞台裏の活動への適切な評価を！
　心理学では，計画立案からデー
タ収集，解析，論文執筆まで，全
て行うことが評価されるように思

います。しかし，有用なデータ
セットを公開したり，データ収集
や解析にかかわるプログラムを書
いたり，データ解析や認知課題の
作成・調整に特化して研究に貢献
する研究者もいるかと思います。
もっとそのような舞台裏の活動が
業績評価などで適切に評価される
ようになると良いように思います。
それができると，多くの研究者に
とって有用なツールが研究者コ
ミュニティ内で共有され，研究の
効率性が上がると思われます。
　再現可能性の議論を深めていく
と，研究者評価や学術論文のあり
方を見直すことが必要になってき
ます。例えば，これまで1つの論
文として発表されていることも，
理論の精緻な検討の研究（理論論
文），仮説の生成と検証方法の研
究（いわゆる事前登録やプロトコ
ル論文），測定方法の研究（方法
論論文），収集したデータを整理
して公開する研究（データ論文），
公開されたデータに解析を行って
推論する研究（2次分析論文）に
分けることができるかもしれませ
ん。また，紙での出版を基本とす
る必要もありません。国内誌は小
回りが利くので，このような出版
形式の冒険も可能ではないでしょ
うか。
　コロナ禍はドラスティックな変
化を生み，私達の研究実践や学術
出版のあり方について問題を突き
つけることになりました。コロナ
禍などの問題に対しては，研究者
間のコラボレーションをベースに
して，コミュニティとして取り組
むことが大切かと思います。

文　献

杣取恵太・国里愛彦 (2019). アンへ
ドニア（anhedonia）と遅延割引：
Lempert & Pizzagalli (2010) の追試. 
心理学評論, 62(3), 231–243.図1　JCORSのロゴ
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小特集　心理学研究の舞台裏

精神・神経医療研究センターの認
知行動療法センターの皆様をはじ
めとした多機関に渡る協力者の皆
様にご尽力いただきました。ここ
で，対応者ガイドの翻訳プロセス
を少しご紹介します。まず，翻
訳する原文をDeepLで機械翻訳
し，それを日本語訳の下訳としま
した。この下訳だけだと訳の抜け
落ちや不正確・不自然な訳が残り
ます。そこで次の手順として，下
訳を原文と一文一文照らし合わせ
ながら日本語表現を修正していき
ました。翻訳は複数名で担当を分
割し，一名によって担当箇所の日
本語案が完成次第，別の一名がそ
れを再チェックしました。この手
順によって翻訳の速度を重視しつ
つ正確性を維持することができま
した。また，対応者ガイドに関す
る翻訳やYouTube動画作成のや
りとりはGoogle Docsによる翻訳
の実施と修正，Googleスプレッ
ドシートによるスケジュール管
理，Slackを通じた手順説明や進
捗報告など，主にテキストコミュ
ニケーションによって遂行されま
した。対面はおろかZoomなどの
ビデオ通話を介することもありま
せんでした。後で紹介する遠隔心
理学に関する種々の翻訳・情報発
信プロジェクトのほとんども同様
のプロセスで実施されていました。
プロジェクトの協力者はTwitter
を介して募集され，いまだに顔も

対策の必要性」，イギリス心理学
関連学会連合声明である「新型コ
ロナウイルス感染症が世界的に流
行する状況下における心理士のた
めの指針」などがあります。
　 そ の 中 で も，IASCの ブ リ ー
フィングノートの翻訳は，コロナ
禍で情報発信に傾注する一つの
きっかけとなりました。感染症流
行期のこころのケアの指針である
ブリーフィングノートの翻訳を公
表した時は，国内はまだ感染拡大
初期（2020年3月中旬）でしたが，
私はブリーフィングノートに記載
されたメンタルヘルスの問題がリ
アリティをもって想像することが
できました。なぜなら，ブリー
フィングノートに示された多様な
問題は，福島県で発生した原発災
害後に生じた心理社会的な問題と
多くの共通点をもっていたからで
す。私は福島県で災害関連のメン
タルヘルスに関する研究や啓発活
動をしてきたので，その経験から
情報発信の重要性が理解できまし
た。翻訳のご依頼をいただいた災
害こころの医学講座の皆様に，コ
ロナ禍のメンタルヘルスの課題と
向き合うきっかけを与えていただ
いたことを感謝いたします。

情報発信プロジェクトの実際
　IASCの対応者ガイドは翻訳の
公表だけではなく，YouTube動
画も作成し公開しました。その翻
訳と動画作成にあたっては，国立

　「研究はひとりじゃできないよ」。
　これはわが家の日めくりカレン
ダーにあるお気に入りの一言です。
このカレンダーには，歴代のゼミ
生から募集しまとめられた，私の
大学院修士課程の指導教員の様々
な名言・迷言が書かれています。
その中でなぜこの言葉がコロナ禍
で私に響いているのかというと，
メンタルヘルス対策に関する情報
発信を行うプロセスの中で，「研
究活動はひとりではできない」こ
とを私が切に実感してきたからで
す。ここに私が携わってきたコロ
ナ禍のメンタルヘルス対策に関す
る情報発信活動が，様々な方に支
えられてきたことを記しておきま
す。

メンタルヘルス対策の指針翻訳
　私はコロナ禍の当初から，国際
機関が発行する感染症流行期にお
けるメンタルヘルス対策に関する
指針の翻訳に携わってきました。
機 関 間 常 設 委 員 会（IASC） の

「新型コロナウイルス流行時のこ
ころのケア：ブリーフィングノー
ト（ver.1.5）」と「新型コロナ感
染症の対応者ガイド こころのケ
アスキルについて」，国際強迫症
財団（IOCDF）の「新型コロナ
ウィルス感染症（COVID–19）に
関する情報：強迫症やその関連
症がある方々のために」，国連
の「新型コロナウイルス感染症

（COVID–19）とメンタルヘルス

コロナ禍のメンタルヘルス情報発信の
舞台裏
福島県立医科大学医学部健康リスクコミュニケーション学講座 助教
竹林由武（たけばやし　よしたけ）

Profile─
広島大学大学院総合科学研究科総合科学専攻博士課程修了。博士（学術）。統計数
理研究所リスク解析戦略研究センター 特任助教などを経て2016年より現職。国立精
神・神経医療研究センター 認知行動療法センター 客員研究員兼務。
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わからない人が何人もいるのです
が，作業は滞りなく進みました。
コロナ禍で負担が多い状況でも
数々のプロジェクトを継続してこ
られたのは，このように無駄がな
く，心地よく，効率よく，そして
何より楽しく協働できるチームの
方々がいたからです。プロジェク
トに携わっていただいた皆様にこ
ころから感謝いたします。

遠隔心理学の情報発信
　IASCのブリーフィングノート
で想定されたメンタルヘルスの
問 題（ 例 え ば，PTSDや う つ な
ど）は災害時と感染症流行時で類
似していますが，両者の間では支
援の提供方法という点では大きな
違いがあります。感染症流行時に
は，感染予防の観点から対面での
コンタクトが制限され，非対面で
の支援が推奨されます。しかしな
がら，感染症の国内流行が本格化
した2020年3月中旬当時は，国内
の多くの支援者は非対面での心理
支援の方法について馴染みがあり
ませんでした。非対面での支援体
制を模索する中で初めての緊急事
態宣言が出され，心理面接が中断
せざるを得ない状況も経験しまし
た。その時に「私の困りごとは不
要不急なのですね。それってすご
く心外です」との患者さんの言葉
に，謝ることしかできなかった悔
しい感情を今でも鮮明に覚えてい
ます。おそらく，全国で私と同様
の経験をされた心理職の方が多く
いらっしゃるでしょう。そうした
状況の中，国内での非対面の支援
体制の迅速な確立を，と願って始
めたのが遠隔心理支援に関する情
報発信でした。

心理学会を通じた発信
　 ま ず， ア メ リ カ 心 理 学 会

（APA）による「遠隔心理学実践
のためのガイドライン」と関連す
るウェブ資料の翻訳に取り組みま

した。それと同時に，イギリスカ
ウンセリング・心理療法協会にお
ける遠隔心理支援の指針である

「カウンセリング専門職のオンラ
インワーク 良い実践のための推
奨047ファクトシート」の翻訳に
も取り組みました。APAの指針
等の翻訳に際しては，APAに翻
訳許可をもらうために当時の日本
心理学会の広報委員長であった三
浦麻子先生が迅速にご協力くださ
り，翻訳を日本心理学会のホーム
ページに掲載するために理事会に
もかけあってくださいました。ま
た，広報委員の皆様は，翻訳の
チェックと日本心理学会ホーム
ページへの掲載にお力添えくださ
いました。日本心理学会のホーム
ページに掲載されたインパクトは
やはり大きく，多くの方にご覧い
ただきご活用いただくことができ
ました。三浦先生をはじめとする
日本心理学会の広報委員の皆様に
感謝いたします。

認知・行動療法学会を通じた
発信

　イギリスカウンセリング・心理
療法協会の指針の翻訳は，私が直
に協会関係者に問い合わせ，許可
をいただきました。こちらも普及
を考えると私個人が公表するより
も，学会を通じての公表が望まし
いと考え，日本認知・行動療法学
会のホームページを介して公表し
たい旨を広報委員長の大月友先生
に相談しました。大月先生がすぐ
に理事会にかけあって許可をくだ
さったおかげで迅速に公表するこ
とができました。これをきっかけ
に，認知・行動療法学会を介して
コロナ関連の情報を共有すること
が可能となったため，遠隔心理学
のエビデンスリストやラポール形
成のtipsもそこで公表することが
できました。遠隔心理学の指針な
どの翻訳や情報発信に関わってい

ただいたメンバーには，それらの
情報を原稿にまとめていただき，
それをまとめて「遠隔心理支援ス
キルガイド」として書籍化するこ
とができました。メンバーの皆様
に深く感謝いたします。
　さらに認知・行動療法学会の
機関誌『認知行動療法研究』に
て，「遠隔認知行動療法」と題し
た特集号の企画もしました。多く
の方に投稿いただき，8本の論文
が刊行されました（私も著者の一
人として一つ論文を寄せました）。
この企画は，私のSNSでの嘆き
を常任編集委員の田中恒彦先生が
拾って理事会にかけあってくださ
り成立したものでした。企画を形
にしマネジメントしてくださった
田中先生と共同で担当編集委員を
務めてくださった三田村仰先生に
感謝いたします。

レター論文による発信
　その他には，コロナ禍以前から
関わってきた国立精神・神経医療
研究センターの方々とコロナ禍の
メンタルヘルス問題を論じた原稿
を学術誌に投稿しました。私がい
くつかテーマと骨子をあげて，賛
同いただいた方々と原稿執筆に取
り組みました。具体的には「コロ
ナ禍でのポジティブ心理学の役
割」「医療従事者のメンタルヘル
スの危機」「コロナ禍の悲嘆とケ
ア」についてのレター論文が海外
の学術誌に掲載されました。その
時に著者として声をあげてくだ
さった方の中には，英語で論文を
書くのが初めてだという方もいま
した。それでも大変な状況の中で
何か社会のために役立ちたいとい
う情熱で執筆に取り組んでくださ
り1 ヶ月もかからずに原稿が整い
ました。これも賛同くださる共著
者の方がいなければ決して達成す
ることができませんでした。共著
者に感謝いたします。
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を対象にした感情音声と表情の知
覚課題でした。研究室，未来館の
皆様との検討を通してできあがっ
た最終的な形を図2に示します。
　参加者は未来館のウェブサイト
内で募集し，事前にメールで送付
する研究説明書の確認，イヤホン

（ヘッドホン）とパソコンの準備
をお願いしました。当日は集合時
間にZoomミーティングルームに
アクセスしていただき，通常の実
験イベントを踏襲した⑴研究説明，
⑵課題の実施，⑶心理学トークの
流れで参加していただきました。
　⑴はリアルタイムのコミュニ
ケーションも兼ねていて，「こど
もの参加」を確認しつつ，参加者
がリラックスできるような会話を
行いました。その中で，研究の説
明に加え，遠隔実験ならではとし
て，操作の注意，機材の使い方，
保護者の“心構え”（特定の回答
を促す指示をしない等）をお話し
しました。最後にチャット欄を通
して参加者をブラウザ実験に案内
し，各自で実験を進めていただき
ました。
　⑵が，実験の本体です。ここは
同意画面，セルフ環境整備，課題
本体，実験後の確認質問で構成し
ました。研究説明の際にも全般的
な教示は行いましたが，それらと
別に，課題そのものの詳しい教示
も必要です。これは各課題の直前
に教示ビデオによって行いまし

止が決定。かつて経験のない非常
事態に，オープンラボもこれまで
のあたりまえを見直す必要にから
れました。臨時休館中でも，未来
館はYouTube Liveを通した研究
者との対談など，インターネット
を活用した発信を積極的に行って
いました。こども実験イベントも
また，そのままのオンライン化で
解決するのでしょうか？
　たしかに，オンライン心理実験
という選択肢は以前からありまし
た。しかし，大人の協力者が自主
的に取り組むクラウドソーシング
タイプの実験と異なり，こどもが
相手だと，自分で探して「やって
おいて」というわけにもいきませ
ん。また，発達的変化をみたい場
合，参加者の年齢が重要になるわ
けですが，本当に参加しているの
がこどもであるかの確認をどうす
るかや，年齢差の横断的検討が参
加者間デザインにならざるを得な
いことの問題が出てきます。各々
の家庭が実験室となるオンライン
実験では，実験環境も様々です。
その環境の多様さのあまり，年齢
差がうまくデータに反映されない
かもしれません。他にも細々とし
た問題はいくらでも考えつくので
すが，まずやってみようと，オー
プンラボのオンライン化を試みる
機会をいただくことができました。

オンラインオープンラボの実際
　今回行った実験は，5 ～ 12歳

日本科学未来館とコロナ禍
　私の所属する東京女子大学田中
章浩研究室 1は，2015年から日本
科学未来館（以下，未来館）研究
エリアに入居し，「オープンラボ」
という枠組みにおいて，来館者と
ともに最新の心理学研究を作り上
げる取り組みを立ち上げました。
私が田中研究室に加わったのは仕
組みが確立された後のことですが，
発達心理学とも非常に相性の良い
この取り組みに感銘を受け，現在
に至るまで様々なアウトリーチ活
動を企画しています。その中心は
実験イベントで，来館者に心理学
の実験を受けていただき，その研
究目的や，より一般的な心理学に
関するトークを通して，サイエン
スコミュニケーションを行ってい
ます。こうして来館されるお子さ
んと保護者のご協力のもと，視聴
覚の発達についての研究を行って
きました（図1）。
　2020年3月にもまた，新たな実
験イベントの開催を予定していま
した。しかし，突如広がった「コ
ロナ禍」により，2月末には未来
館の臨時休館と実験イベントの中

日本科学未来館発・オンラインで
自宅に届けるこども心理学イベント
東京女子大学現代教養学部・日本学術振興会 特別研究員（PD）
山本寿子（やまもと　ひさこ）

Profile─
早稲田大学第一文学部卒業。東京大学大学院教育学研究科修士課程・博士課程
修了。博士（教育学）。専門は発達心理学。2017年より東京女子大学特任研究員，
2020年より現職。著書に『こどもの音声』（分担執筆，コロナ社）など。

図1　未来館での実験の様子
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た。実験後の確認質問では，課題
最中のトラブル，機材，保護者か
らこどもに指示があったかについ
ての確認を行っています。ブラウ
ザ実験はすべて，実験ビルダー
Gorilla2を使用して作成しました。
　実験を終えた参加者には再度
Zoomで⑶を行いました。これは
デブリーフィングにあたりますが，
こどもにも楽しめるよう，心理学
トークという形に落としこんでい
ます。保護者も交えて，錯視クイ
ズを通して「心で見る・聞く」こ
とを実感したり，今回の課題と関
わる感情について考えたり，「ど
んな研究ができたら嬉しい？」な
どを話し合うことで，オープンラ
ボの理念である，ともに研究をつ
くる活動を目指します。こうして，
オンラインを活用し，自宅と科学
館と研究室とを心理学でつなぐイ
ベントができあがりました。

オンラインオープンラボの舞台裏
　最終的にこの形に至るまでには
多くの検討を重ねました。実験を
動かすパッケージの選定では，臨
機応変な対応の難しさを考慮し，
参加者や保護者への指示を細かく
配置できるGorillaに決めました。
田中研究室のメンバー各々が実験
のオンライン化を必要としていた
ため，ZoomやSlackを通してラ

イブラリの使い
勝手や先行研究
についての積極
的な情報交換を
行ったことが大
きく役立ちまし
た。
　また，ビデオ
チャットのフェ
イズは，当初は
予 定 し て い な
かったものでし
た。他の先生方
が実施したオン

ライン発達実験では，ビデオチャッ
トそのものを主たる課題に活用し
ているものもあります 3。一方，私
たちの課題は比較的高い年齢のこ
どもが対象のキー押し実験だった
ので，あくまでも主体はブラウザ
実験でした。そのため，未来館の
ウェブサイトを通して「やってお
いて」型にする案もありました。
しかし，サイエンスコミュニケー
ションの理念から外れる懸念と，
こどもの参加の確認の必要性から，
Zoomを取り入れる形式に落ち着
きました。
　さらに，未来館のスタッフとそ
のお子さんたちのご協力のもと，
試行会を開いてご意見をいただき
ました。これにより教示ビデオと

「今，実験全体のどこか」を示す
メニュー画面を新たに作成し，実
験中に音声を聞けない保護者から
も進行が見えるよう工夫を加えま
した。また，トラブルへの対処の
ために，想定されるあらゆるケー
ス別の対応表を作り，未来館のス
タッフと共有を行いました。

オンライン発達実験の未来
　今回得られたデータを実験室で
集めたデータと比較したところ，
こどもたちの感情知覚の正確さに
ついては，実験室実験と遜色ない
結果が得られることがわかりま

した 4。今後，このような試みは，
新しい研究手段として積極的に活
用されていくのでしょうか？　そ
れとも，あくまでもパンデミック
下における一時しのぎの代替案に
留まるのでしょうか？　正直，本
記事を執筆している時点ではわか
りません。しかしどちらの道を辿
るにせよ，2020年に多くの研究
者が「対面でなければ」の殻を
破ってこの問題に挑戦したことで，
遠隔発達研究のデータが蓄積され
ました。このことが「どこまで遠
隔で可能か」を明らかにし，今後
の研究が地理的な壁を越えるため
の素地を作ったことは間違いない
でしょう。まずやってみた，いち
プロジェクトの2020年の記録と
してご覧になっていただければ幸
いです。

謝　辞

　本イベントは日本科学未来館の
皆様のご協力のもと開催されまし
た。実験のオンライン化にあたり，
東京女子大学田中章浩教授，研究室
の皆様に多くの助言をいただきまし
た。心より感謝申し上げます。本研
究はJSPS科研費20J01281，新学術領
域研究No.17H06345「トランスカル
チャー状況下における顔身体学の構
築：多文化をつなぐ顔と身体表現」
の助成を受けたものです。

文　献

1 多感覚コミュニケーションプロ
ジェクト（現コミュニケーショ
ン・サイエンス・プロジェクト）

2 https://gorilla.sc/
3 日本発達心理学会大会で，遠隔こ
ども研究を実施した先生方と各々
の取り組みを紹介しました。先生
方の資料はこちらでご覧になれま
す。https://osf.io/bs9ap/

4 Yamamoto, H. W., Kawahara, M. 
& Tanaka, A. (2021). A web-based 
auditory and visual emotion perception 
task experiment with children and a 
comparison of lab data and web data. 
Frontiers in Psychology, 12, 702106. 
doi: 10.3389/fpsyg.2021.702106

図 2　オンラインオープンラボの流れ
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なっていました。プログラム終了
後，あるいは当該学年の最後の時
期にプログラムの成果を検証する
ために，各種の質問紙に回答いた
だくことを予定しておりましたが，
それらはすべて実現できませんで
した。一斉臨時休業の後，当初の
予定からだいぶ遅れて実施できた
学校においても，休校の影響を加
味せざるを得ず，研究成果として
まとめることは非常に困難になっ
たのです。3年間にわたる活動の
結果，各学校への導入という実績
を残すことができた反面，効果検
証ができないという研究者にとっ
てはなんともやるせない成果と
なってしまいました。
　また，この影響は一斉休業終了
後も継続していますので，新プロ
ジェクトの開始にも多大な影響が
ありました。当然，授業期間の短
縮により，プログラム実施のため
の時間確保は難しくなります。先
生方の多くは，こういった状況だ
からこそ，メンタルヘルスに関す
る授業を導入したいと賛同いただ
いていたのですが，一方で現実的
な問題として導入の時間が確保で
きないというジレンマに陥ります。
2020年度から，大規模な導入を
検討されていた市町村においても，
一斉に集まることができないため
に，事前研修を実施できないとい
う障壁にぶつかりました。そこで，
オンライン会議の研修を計画する

構成となっています。児童に配布
するワークシートは，プロの漫画
家の方のイラストや漫画などを差
し込み，子どもたちが楽しめるよ
うに工夫されています。それだけ
ではなく，実装科学の観点から実
証に基づく心理社会的技法のユー
ザー中心デザインの原則に従って，
現場で導入しやすく効率的に学べ
るように開発されました 3。
　このプロジェクトは，2017年
からは社会技術研究開発センター

（RISTEX）の助成を受け，京都
府内を中心に31校での導入が実
現しました（JPMJRX17A1）。一
般社団法人こころの健康センター
Flourish Japan・代表理事の村澤
孝子氏をはじめとした本プロジェ
クトに賛同いただける数多くの
方々の協力もあり，京都府内での
事業化や，他の地方自治体との連
携関係も達成されました。このよ
うな実績が認められ，2020年か
らはRISTEXのプログラムであ
る「SDGsの達成に向けた共創的
研究開発プログラム（ソリュー
ション創出フェーズ）」に採択さ
れました（JPMJRX20IA）。そこ
では，京都府外でのさらなる実装
や，さらに広い対象者を含む展開
をしていこうと考えておりました。

研究活動への影響
　一斉臨時休業が要請された時期
は，ちょうど前プロジェクトにお
ける効果指標を測定する時期と重

　2020年2月末に発表された小・
中・高等学校，および特別支援学
校を対象とした全国一斉臨時休業
要請は，学校に通う児童生徒やそ
のご家族，そして指導に当たる教
職員の方々に大きな衝撃をもたら
しました。私自身も小学生と中学
生の子どもがいる一人の親として，

「この先どうしたら良いのだろう
か？」と大変な不安を覚えました。
その一方で，学校現場で実践的研
究を行う研究者としての私も，こ
の後長期間にわたっていろいろな
影響を受けることとなりました。
本稿では，新型コロナ禍における
学校での心理学的実践研究の舞台
裏について紹介したいと思います。

これまでの研究活動
　私はこれまでに他の研究者や学
校の先生方の協力を得て学校で実
施する心理社会的なプログラムに
関する実践研究に取り組んできま
した。たとえば集団社会的スキル

（SST）に関する研究や，認知行動
療法の技法を応用した抑うつ防止
プログラムの研究などがあります
1, 2。これらの成果を受け，2017年
からは子どものメンタルヘルス予
防プログラムの社会実装に取り組
んでいます。このプロジェクトで
使用しているプログラムが「ここ
ろあっぷタイム」です。このプロ
グラムは，認知行動療法の構成要
素を中心として，ポジティブ心理
学的介入の要素も取り入れた授業

新型コロナ禍における
学校での実践研究の舞台裏
同志社大学心理学部 教授
石川信一（いしかわ　しんいち）

Profile─
博士（臨床心理学）。宮崎大学教育文化学部専任講師，同志社大学心理学部准教授
を経て2018年より現職。専門は臨床児童心理学。著書に『臨床児童心理学：実証に
基づく子ども支援のあり方』（共編著，ミネルヴァ書房）など。



28

ことになるのですが，理想と現実
は異なり，学校現場では当時はイ
ンターネット整備環境が整ってい
ないことも多かったのです。そう
なると，一カ所で集まる研修会が
できないため，DVD等を視聴し
ていただくなどの対応を取らざる
を得なくなりました。この問題を
解決するために，島根大学の縄手
雅彦教授と協働し，タブレットを
用いたプログラムの開発にも着手
しました。タブレットの技術自体
は非常に質が高く，また触っても
らった皆様からは好評を得ていま
す。しかし，タブレットを日常で
使うことと，タブレットを使って
授業をするということには，大き
な溝があります。他国では既にタ
ブレットの学習が通常カリキュラ
ムの中に取り入れられていますが，
真の意味で日本の学校において定
着するまでには，まだ時間がかか
りそうです。

メンタルヘルスにもたらす影響
　実際に，一斉休業は子どもたち
のメンタルヘルスに影響を与えて
いるのか。この課題を解決するた
めに，私たちは同志社大学「新型
コロナウイルス感染症に関する緊
急研究課題」の助成に申請し，オ
ンラインによる調査を行うことに
しました（研究代表者：同志社
大学岸田広平特別任用助教）4。6
～ 15歳の子どもを持つ保護者約
2000名に対して，2020年11月か
ら2021年1月に月1回の合計4回
の調査を行いました。本研究は現
在も進行中であるため， 1回目に
回答を得られた計2,074組の子ど
もとその親を対象として分析結
果を紹介します（男子が53.57％，
平 均 年 齢 は11.55歳，SDは2.65
歳）。調査実施時期の直近1週間
の学校状態に基づき，長期休暇中

（4.34％），COVID–19による全校
休 校（1.93 ％），COVID–19に よ

る部分休校（5.69％），全校開校
（88.04％）に分類し，長期休暇中
の群を除く3群について，精神的
症状の差について検討しました。
その結果，全校休校における児童
生徒は，情緒的・行為的問題，不
安症状，抑うつ症状，反抗的行
動，過敏性について，部分休校お
よび全校開校における児童生徒よ
りも有意に高いことが示されま
した（いずれもp＜0.05）。また，
部分休校と全校開校を比べた場合
も，不安症状，抑うつ症状，過敏
性については，有意な差がみられ
ました（いずれもp＜0.05）。加
えて，全校休校と部分休校におけ
る保護者は，全校開校における保
護者に比べて，抑うつ症状，不安
症状，ストレスの得点が有意に高
いことがわかりました（いずれも
p＜0.05）。したがって，現場の先
生方の感覚の通り，こういった状
況だからこそ，メンタルヘルスに
関する予防的介入の必要性は示唆
されているのかもしれません。

社会実装へ向けた取り組み
　心理学に限らず，大学や研究機
関で開発された成果を現実の社会
に届ける社会実装には深くて暗
い「死の谷」があると述べられて
います 5。すなわち，新型コロナ
ウイルス禍でなくても，学校現場
での実践研究においては，さまざ
まな立場にある人たちが絡み合う
中で，導入には長く複雑な交渉が
余儀なくされ，実施には数多くの
人たちの理解，そして協力が求め
られます。その割には，ありとあ
らゆる交絡要因の検討を余儀なく
され，データとしての価値を高め
ていくことは容易ではありません。
しかし，心理学の社会的貢献とい
う立場からは，その谷がいかに険
しくとも与えられた役割を全うし
越えていくことが求められます。
本稿執筆時点（2021年6月1日）

で，4都府県を対象に新型コロナ
ウイルス感染症緊急事態宣言が継
続されています。再びいくつかの
研修会について変更を余儀なくさ
れていますが，これまでの実装活
動における知恵と工夫の蓄積を踏
まえ，実装活動が完全にストップ
しないように進めていこうと考え
ております。このような環境下で
こそ，学校で実践研究を行う心理
学者のレジリエンスが問われてい
ると感じています。
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諸国探訪諸国探訪
心理学史心理学史 ベネズエラ

ベネズエラの正式名称はベネズエラ・ボリバル共和国。
ボリバルはベネズエラ生まれで南米を開放するのに力を
尽くしたシモン・ボリバルの名前に由来します。19世紀
にスペインから独立。南米大陸の北の海岸に位置する国
であると同時にカリブ海諸国の一員という見方ができる
かもしれません。

立命館大学総合心理学部�教授　サトウタツヤ

　ベネズエラ心理学の公的な始
まりは1949年とされていますが，
その前史として取り上げられる事
柄がいくつかあります。
　医学や精神医学の分野で心理学
が初めて登場したのは，1928年
にカルボネル（Diego Carbonell 
Espinal）が医学部で担当した実
験心理学の講座，1935年にイザ
ギレが発表した「ベネズエラにお
ける心理検査の使用に関する最初
の結果」なども挙げられます。

　また，1936年にはベネズエラ
児童評議会が設立されました。ベ
ネズエラの精神科医で教育者のベ
ガス（Rafael Vegas）によるもの
です。彼はスペインで精神医学を
学びスペイン内戦（1936–1939年。
第二共和政期に発生し，結果とし
てファシズム政権が樹立した）の
時にフランスに移り博士号を得ま
した。

　スペイン内戦の時には，優秀な
学者がベネズエラを含む南米ス
ペイン語圏諸国に流れてきまし
た。たとえば精神科医のアロンソ
は1942年にベネズエラで精神衛
生同盟を設立しました。またバル
セロナ大学で心理学を学んだ後，
スペイン内戦時には難民になっ
てしまったエンシソ（Guillermo 
Perez Enciso；1917–2007） は ベ
ネズエラに移り住み，1945年以
降は教育学機構において大学レベ
ルの心理学の授業を提供しました。
そして，1956年にはスペイン語
の『心理学入門』の本を出版しま
した。この本は歴史から始まり
様々な領域の心理学を紹介する本
であり，スペイン語圏の南米諸国
でも使われていました。
　心理学の研究と教育を牽引した
のは首都カラカスにあるベネズエ
ラ中央大学（Universidad Central 
de Venezuela） で す。1949年 に
精神科医のカレスによって心理学
と心理技術学研究所が設立されま
した。1958年に心理学部が設立
されると1956年から心理学部門
を牽引していたエンシソが学部長
に就任しました。アカデミックな
心理学研究は実験研究よりも人文
社会系が強くまたカウンセリング
等の職業的な心理学も盛んでした。
　1950年にはパリのソルボンヌ
大学とウィーン大学でトレーニン
グを受け，ユングやアドラーの論
文をスペイン語に翻訳したことで
知られるハンガリー人のブラッ
ハ フ ェ ル ド（Oliver Brachfeld）
が，メリダ市にあるアンデス大学
の教授として勤務し精神統合と人

間関係の研究所を設立しました
（1952–1954年）。

　そして，1950年代になると石
油会社がアメリカで訓練を受けた
心理学者たちを雇いはじめました。
人事考課や優秀な若者に奨学金を
与える仕事に従事しました。
　1957年にはベネズエラ心理学
会が設立されました。その目的の
第1は科学としての心理学，職業
としての心理学の尊厳を守る，第
2はベネズエラにおける心理学的
研究を促進する，となっていまし
た。第3，4は省略しますが，第5
の目的は他国とベネズエラ心理学
の関係を強化する，でした（『The 
Oxford Handbook of the History 
of Psychology』）。
　なお，ベネズエラで実験系の心
理学が盛んになったのは1970年
代のことであり，近代心理学のメ
ルクマールとされる心理学実験室
が整備されたのは1978年だとさ
れています（Arias, 2014）。

文　献
Arias, W. L (2014). Historical links 

between Latin American psychology 
and pedagogy in experimentation. 
Propósitos y Representaciones, 2, 215–
253.

［第 13 回］

Dr. Diego Carbonell Espinal
（1884‒1945）

https://revista.svhm.org.ve/ediciones/2015/1/art-4/

Oliver Brachfeld（1908‒1967）
http://adleriana.blogspot.com/2014/10/

foliver-brachfeld-los-sentimientos-de.html

Rafael Vegas（1908‒1973）
https://cslc.edu.ve/rafael-vegas/
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　このたび縁あって，「私の出前授業」に執筆
させていただくことになりました。これは様々
な偶然の重なり合いによるものです。当初，私
が用意していた内容は，昨年度に実施された九
州心理学会第81回大会（開催校：鹿児島大学
教育学部）と並行して実施予定だった「高校生
のための心理学講座（以下，高校生講座）」で，
高校生にお話しする予定のものでした。その後，
コロナ禍において対面での実施が困難となり，
大会はオンラインでの開催となりました。当時
の私は鹿児島大学教育学部に所属しており，本
大会にスタッフとして関わる中で，ホームペー
ジの作成・運営や発表者の先生方との連絡を担
当しました。新しい形式での開催であり，これ
までのノウハウがほとんど使えない状況で，試
行錯誤の連続でした。それでも何とか無事に終
了し，安堵したことを覚えています。本年度の
開催校は琉球大学ですが，この原稿の執筆中に
オンライン開催となった旨の連絡がありました。
所属は関西に移りましたが，今年も参加したい
と思います。

執筆の経緯
　さて，こうした流れの中で，対面で実施す
るために用意した内容はまたいつか…と思っ
ていたのですが，「高校生のための心理学講
座 YouTube版」（https://psych.or.jp/interest/
lecture_hs/）で授業をおこなう機会をいただ
きました。正確には，私にピンポイントで依頼
をいただいたわけではないのですが，高校生講
座を予定していた九州心理学会の開催校の教員
だったこともあり，僭越ながら私がお受けする
ことになりました。

　ですが，私が主に研究しているのは，5年前
のOverSeas（藤井, 2016）でも少し書かせて
いただきましたように，潜在的測定法による
心的傾性の測定です。今回の高校生講座でお
話しした「依頼と説得の技法」（https://www.
youtube.com/watch?v=yqJejiLL4Ew） の 領 域
に精通しているかと問われると，自信はないと
いうのが正直なところで，とても小さくなり
ながら，この原稿を執筆しています（同時期
にYouTubeに動画を掲載された先生方の錚々
たる顔ぶれを拝見し，場違いなところに来た
気持ちです）。恐縮するばかりですが，今回の
YouTubeに掲載された動画を作成することは，
自分のスライドの作り方を客観視する好機に
なったと感じています。以下，この点を中心に
お伝えしたいと思います。

動画で使用したスライドについて
　今回作成した授業動画では，依頼と説得の技
法の中でも，スタンダードな（教科書などによ
く載っている）ものを中心にお話ししていま
す。たとえば，「返報性のルール」や，「拒否
したら譲歩」「一貫性の圧力」「希少性の原理」，
そして「一面的／二面的なメッセージ」などで
す。こうした内容を44枚のスライドにまとめ
て，27分ほどの動画を作成しました。
　さて，44枚という数字，みなさまはどう感
じられたでしょうか。おそらく「27分の内容
に44枚は多すぎ」と思われる方が多いのでは
ないかと予想します。どれだけ濃い内容なのか
と期待してくださる方もいるかもしれませんが，
動画をご覧いただくとお分かりのように，詳し
い解説はできていません。それでは，なぜこん
なにスライドが多いのでしょうか？

高校生のための心理学講座
YouTube 版

京都外国語大学外国語学部 准教授

稲垣　勉（いながき　つとむ）
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私の出前授業

Profile─
2010年，学習院大学大学院人文科学研究科博士後期課程中途退学。
2021年より現職。旧姓は藤井。専門はパーソナリティ心理学，教育
心理学。著書に『感情・人格心理学』（分担執筆，ミネルヴァ書房），
Intimate relationships across cultures: A comparative study（分担
執筆，Cambridge University Press）など。

　それは恥ずかしながら，主に私自身の情報処
理能力の低さによります。学会の年次大会に参
加すると，口頭発表やシンポジウムなど，スラ
イドと並行したプレゼンテーションを拝見する
機会が多々あります。その中で，特に自分の研
究領域と違うものには「追いつけない！」と思
うことが多々あります。それでも，周りをキョ
ロキョロと見渡せば，深くうなずきながら聴い
ている方，ニヤリと笑みを浮かべつつ聴いてい
る方など，明らかに私の理解が遅いことが分か
ります（これはご発表者の方が悪いのではなく，
私の理解が単に遅いだけです）。

授業のスライド作りへのあてはめ
　こうした経験から，私は「自分のように理解
がゆっくりな人に向けてスライドを作ろう」と
心がけています。具体的には，①スライドの
フォントサイズは28ポイント以上（どれだけ
小さくても26ポイント）とし，②どうにもな
らない場合を除き，3行以上の文章を提示しな
い，それでも③あまり箇条書きにはせず，話す
内容に近いものを載せる，④1枚のスライドで
複数の話題に触れない，などの点に留意してい
ます。そうすると，1枚のスライドに載せられ

る情報は減り，枚数が増えていきます。これは
頭の回転の速い人からすれば退屈・冗長かもし
れませんが，幸い，これまでの授業評価アン
ケートなどを見る限り，ポジティブな評価を受
けることが多いようです。
　ご存じのとおり，コロナ禍の影響により，昨
年度から多くの大学で遠隔授業が導入され
ています。私も昨年度はZoomで，本年度は
Microsoft Teamsを用いて，双方向型の遠隔授
業やオンデマンド授業を行っています。昨年度
に遠隔でゼミを行いながら気づいたのですが，
画面共有で提示される資料は，受け手（視聴者
側）の認知的な資源をかなり奪います。このよ
うな状況では，スライド1枚あたりの情報量を
できるだけ減らすことも，これまで以上に重要
になるのではないかと感じました（調査や実験
によるものではなく，感覚的なものですが）。
「YouTube デビュー！」を経験して

　これまで「限定公開」の形でYouTubeに授
業動画を公開した経験はありますが，今回は
様々な偶然が重なり，検索可能な動画をアップ
することとなりました。これにあたり，自分の
授業動画を何度もチェックするという（恥ずか

しすぎて辛い）経験をする中で，自分
のスライドの作り方を客観的に見る好
機が得られました。このやり方が一概
によいかどうかは分かりませんが，ど
なたかの参考になれば幸いです。

文　献

藤井勉 (2016). 「韓国での研究生活」『心理学
ワールド』73, 38.

図1　高校生のための心理学講座
YouTube にアップされているものの様子
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子供がゲームばかりで勉強しません。
慶應義塾大学文学部 教授

平石　界（ひらいし　かい）

Profile — 平石　界
東京大学大学院総合文化研究科
博士課程退学。東京大学，京都
大学，安田女子大学を経て，2015
年4月より慶應義塾大学。博士

（学術）。専門は進化心理学。

　転生系とかタイムループ系とか見かけるたび
に，ロールプレイングゲームとかセーブ機能と
かってすごい発明だったなと思うわけです。あ
の手のゲームとあの手のシステムの存在があの
手の物語の誕生に一役買ったことは間違いな
い。
　とは言え一方で，人の行為の因果を特定する
のが容易でないことは，心理学を学んだことの
ある方々ならば身に沁みていることでもあるで
しょう。「絶対これがこうなってこういうこと
になってるはずだって！」と盛り上がって，大
量の時間とエネルギーと諸々を投入してデータ
を取ってみたものの，分析結果がショボくて泣
けてくるという経験を積んで初めて心理学者と
して一人前という話があるほどに，データの突
きつけてくる現実は時に厳しく時に冷酷なもの
です。もっと違う変数で，もっと違う分析で，
もっと違うp値と出会える世界線が選べたら良
かった。
　しかし諦めるのはまだ早い。研究を一種の
ゲームと考えれば，セーブポイントからやり
直すことだって可能なはずです（Bakker et al., 
2012）。中身をちょっと変えて変数を合成し直
してみたり，中央値分割を25パーセンタイル
の上位と下位に変えてみたり，共変量を追加し
てみたり交互作用してみたり。待ち受ける世
界はどこまでも広大で，理想のピーチと出会い
ハッピーエンドを迎えるまで，数多の分析を繰
り広げ無数の世界線を味わい尽くすことこそ，
データ分析というこのゲームの醍醐味。
　そんな自由を知ってしまったら可能性の極限
を見極めたくなるのが人というもの。一人で
出来ることには限りがあるし，Silberzahnさん
たち，30近くの分析チームで手分けして探検
に乗り出すことにしました（Silberzahn et al., 
2018）。テーマは人種差別。欧州サッカーリー
グで「肌の色が濃い選手のほうがレッドカード
を出されることが多い」なんてことになってい
るのか，いないのか。同じセーブデータからプ

レイ（分析）して，どれだけ異なる世界線が待
ち受けているのか探索しました。結果は言うま
でもなく。人種差別の証拠はないという結論に
到達した分析チームもあれば，肌色で3倍近く
レッドカードを受けやすかったという主張をす
るチームまで，恋愛シミュレーションゲームも
かくやというエンディング幅の広さ。
　ところがどんな世の中にも空気を読めない人
というのはいるようで。曰く，問題設定がぼ
やっと曖昧だから可能性が広がってるような気
が一瞬するだけで，真面目にやったらそんな都
合の良い話にはならない，と批判し始めました

（Auspurg & Brüderl, 2021）。せっかく皆が楽
しくプレイしているのに，謎の自分ルールを押
し付けてくるのは止めていただきたい。もっと
も，ゲームはもっともっと自由にプレイして良
くて，正反対の結果がどっちも有意になるなん
て，そんなに珍しいことでもないんだ！（いさ
さか強引な意訳）と再反論する人もちゃんとい
るみたいなので（Schweinsberg et al., 2021），
いちプレイヤーとしては，一安心というところ
でしょうか。
　でもちょっと気になることも。探検を率いた
Silberzahnさん，「カイザー（皇帝）とかケー
ニッヒ（王様）みたいに立派な名字の人は管理
職に就きやすい」なんてガチに面白い研究を
発表しておきながら（Silberzahn & Uhlmann, 
2013），翌年にあっさり「あれは分析が適切で
なくて，そんな証拠はない」と自己批判してる
んですよね（Silberzahn et al., 2014）。上手く
いったプレイ結果だけ見ておけば良いのに，な
んでそんなことするのでしょう。あれ，でも，
研究って，そもそもそんなゲームでしたっけ？
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ワ フーク ライ
バランス

私の

本コーナーでは，お一人おひと
りのワークライフバランスのあ
り方をご執筆いただいてきまし
たが，今回は調査結果に基づき
ながら心理学系研究者の生活の
全体的な傾向についてご報告し
ていただきます。

　「私のワークライフバランス」
のコーナーですが，今回は一つの
調査結果をもとに研究者のワーク
ライフの一端を見てみたいと思
います。題材とする調査は，2018
年 に 日 本 学 術 会 議 第 一 部 総 合
ジェンダー分科会と人文社会科
学系学協会男女共同参画推進連
絡会（略称，ギース，GEAHSS：
Gender Equality Association for 
Humanities and Social Sciences）
が実施主体として行った調査で
す。ギースは，人文社会科学系の
学協会が連携してジェンダー平等
の推進を図ることができるよう
に設立された団体です。調査結
果は，報告書としてウェブサイト
にて公開されています（https://
geahssoffice.wixsite.com/geahss/
blank-4）。
　さて，その調査は2018年6月13
日 〜 11月30日 の 期 間 に 実 施 さ
れ，人文社会科学系の学協会会員
2,972名（そのうち，心理学系を専
門とする回答者は2割程度）が回
答したものでした。調査全体とし
ては，研究者の仕事環境や家族事
情，そして，キャリア形成の過程
や男女共同参画をめぐる認識など
についての設問が配されたもので
したが，今回はワークライフに関
わる箇所として，まずは研究者の

仕事時間と研究時間についての結
果を見てみたいと思います。
　回答者全体としては，1週間あ
たりの仕事時間の合計（職場にい
る時間と自宅での仕事時間）の平
均は，女性54.1時間，男性55.4時
間でした。そのうち，1週間あた
りの研究時間の合計（職場で行
う研究時間と自宅で行う研究時
間）は，女性17.5時間，男性20.8
時間でした。研究時間比率（研究
時間の合計を仕事時間の合計で除
し，100を乗じた数）は，全体で見
れば男性においてより数値が大き
く（女性32.3%，男性37.6％），役
職別，年齢層別に整理したときに
は，教授職や50代においてその差
が大きかったことが報告されてい
ます（報告書第4章「時間のジェ
ンダー差」本田由紀）。
　心理学分野の回答者の回答では，
1週間あたりの仕事時間の合計の
平均は，女性52.4時間，男性58.7
時間で，1週間あたりの研究時間
の合計は，女性16.3時間，男性18.4
時間でした。研究時間比率は，女
性31.1%，男性31.3％でした。性
別ごとに全体の結果と比べると，
心理学系における男性の回答にお
いてやや仕事時間が長く研究時間
が短い（研究時間比率の値が小さ
い）という特徴があるといえるか
もしれません（報告書第4章）。
　では，ワーク以外のライフの部
分の結果はどうだったでしょうか。
一側面として，育児に焦点を当て
てみたいと思います。調査全体
の結果を見ると，就学前の子ども
の昼間の育児の担当者をたずねた

設問では，自分自身が担当したと
答えた人の割合は，女性で48.9％，
男性で20.7％でした。子どもがい
るということで研究活動において
不利と感じたことはあるかをたず
ねた設問では，538名（該当する
女性回答者の34％）の女性と282
名（該当する男性回答者の20％）
の男性が，研究時間がとれなかっ
たことを回答していました。この
結果からは，育児については男性
と比べると女性がより担っている
状況があることを見て取ること
ができる一方で，女性も男性も少
なくない割合の人が主な担い手と
して育児に参加しており，仕事と
育児の両立などの課題は，性別を
問わず，共通して立ち上がってく
る課題であることも確認されたよ
うに思います（報告書第5章「研
究者たちの家族事情にみるジェン
ダー構造，および第7章「男女共
同参画をめぐる認識」滑田明暢）。
　今回は，上記調査の分析委員会
に参加させていただいたことから，
その結果の一部を執筆させていた
だくこととなりました。自分のこ
とを振り返ると，ライフとライフ，
ワークとワーク，ライフとワーク
のバランスは迷いながらですが，
自分なりにそれぞれの時間を大切
にできればと感じます。
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こころの
測り方

　表情は，思考，知覚，感情，計画
などの心的状態を反映しうる媒体
であり，そのセンシング技術はこ
ころの測定に利用可能な指標を拡
張します。ここでは，表情運動に
関する情報を手軽に取得すること
ができるOpenFaceを紹介します。
OpenFaceとは

　 O p e n F a c e と は T a d a s 
Baltrušaitis が MultiComp Lab
との共同研究で開発した表情分
析用のアプリケーションです 1。
OpenFaceでは任意の顔画像・動
画から，①表情上に付与された68
個の特徴点（以下ランドマーク）
におけるx・y軸の動き，②顔の向
き，③Action Unit（AU）と呼ば
れる表情運動要素 2，④視線，の推
定値を取得することができます。
震えあがるほど便利ですね。
OpenFaceの長所

　自動表情運動検出システムで
あ るOpenFaceの 長 所 は，2点 あ
ります。1点はその使いやすさで
す。（Windows環境に限り）ユー
ザーが画面上で視覚的にとらえて
操作できる便利なアプリケーショ
ン（OpenFaceOffl  ine.exe） が 存
在しているので，プログラミング
に親しみのない人でもexeファイ
ルを実行すれば直観的な操作で表
情の分析が可能となります。さ
らに，Dockerと呼ばれるプラット
フォームを活用すれば，Macだろ
うとLinuxだろうと関係なく，ど
のOSでも気軽に利用すること
ができます。詳しい使用方法は
本記事末尾に記載しております

「OpenFaceの使い方」をご覧く
ださい。Wikiページのリンクが
あります。まぁそのリンクがあ

るってだけなんですけどね。
　2点目は顔・表情の動画像から
多様な情報を簡便に抽出すること
ができる点です。動画の解析にお
いてはフレームごとの画像から情
報を取得するので，フレームの展
開に応じた時系列・動的情報の検
討が可能となります。その利点
は，近年の表情のダイナミクスに
注目した研究で積極的に活用され
ています。例えば，Sowdenらは
感情喚起映像を用いた自然な表情
と意図的に作成された表情の動
画から，OpenFaceによってラン
ドマークの運動ベクトルを抽出
し，感情・部位ごとで表情運動の
速度が異なることを明らかにしま
し た 3。Perusquía–Hernándezら
は，自然な笑顔と意図的な笑顔を
対象としてOpenFaceによって抽
出されるAUの時系列情報と遠隔
筋電測定装置から取得した情報を
組み合わせた特徴量により眼輪筋
および大頬骨筋活動の検出可能性
が向上したことで，自然な笑顔と
意図的な笑顔を弁別できることを
報告しています 4。動画から，表
情上の特徴点を手動で付置したり，
AUのような各表情筋の生起を手
動で記述したりすることによっ
て時系列データを取得すること
は，非常に大変で骨が折れる作業
です。OpenFaceのようなシステ
ムは，そうした作業を自動化させ
ることで研究の速度と可能性を飛
躍的に増進してくれるアプリケー
ションであるといえるでしょう。
　OpenFaceは，画像・映像に含
まれた情報から人間の顔を検出し
て切り出すFace detection機能も
搭載しています。また，切り出さ

れた顔表情の映像はできるだけ真
正面を向くよう補正されているた
め，多少の体動による影響は統制
されることが期待されます。近年
の研究では，表情刺激作成の文脈
で顔のみを感情反応映像から抽出
するために，OpenFaceが活用さ
れるケースが報告されています 5。
映像から顔のみを抽出したいとい
うニーズにもしっかりこたえてく
れる，ナイスなアプリケーション
ですね。
　ちなみに自動表情運動検出シス
テムは，OpenFace以外にも存在し
ます（例：AFAR toolbox: https://
github.com/Aff ectAnalysisGroup/
AFARtoolbox, Py-feat: https://
py–feat.org/content/intro.html）。
そこで，現段階の学習済みシステ
ムの中でもっとも人による表情記
述に近い成績を出すシステムはど
れかを，我々の研究チームで調べ
ました。その結果， YouTubeの
映像，会話場面など様々な性質を
持つ表情刺激に対して，表情要素
であるAUの検出精度がもっとも
高くなった（人の符号化に近い予
測を行った）のはOpenFaceでし
た 6。2021年段階で，心理学者が
表情運動を記録したい場合には
OpenFaceが最適な選択肢となる
でしょう。
OpenFaceの短所

　OpenFace を適用する際に，ど
ういった課題があるかを認識する
ことは重要です。OpenFaceに限
らず，現状の自動表情運動検出シ
ステムは推定の際に確率的なノイ
ズが含まれてしまいます。例えば，
図1には男性の真顔静止画像を3
秒間に引き延ばしただけの動画を

OpenFaceを用いた表情分析
理化学研究所情報統合本部ガーディアンロボットプロジェクト
心理プロセス研究チーム 研究員

難波修史（なんば　しゅうし）
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対象として，それをOpenFaceに
解析させた結果の一部をプロット
してみました。AUの種類は現状
無視していただいて構いません。
この例は，「写真を3秒呈示させ
たもの」なので表情上に動きがみ
られるはずがないのですが，機械
による出力では，①分析開始段階
で大きなノイズが生じている，②
微細な表情運動の（誤）検出が生
じている，ということが視覚的に
見てとれます。y軸を見ればその
誤差は充分小さいともいえるので
すが，その誤差の大きさは対象と
なる顔表情の性質に依存します。
この他にも学習に用いたデータに
依存したバイアスが指摘されて
います。例えば，笑顔の基本であ
る口角の上昇を推定する際には上
唇の上昇やえくぼを作る動きとの
共起が誤検出されやすいことや 4，
内眉の上昇を推定する際に外眉上
昇との共起が誤検出されやすいこ
と 6などが知られています。こう
した微細なノイズや表情運動の共
起バイアスが存在していることか
ら，完全な表情運動の自動記述に
は未だ至れていないことがわかり
ます。
　また，OpenFaceは68個分のラ
ンドマークを表情画像から推定し，

その情報をベースとして顔の向き
や表情筋運動の推定を行います。
そのため顔の緊張や皺を作る動き
といったx・y軸の運動で表現する
のが難しい情報は，原理的に推定
が難しくなります。そうした表情
運動を推定したい際には，ランド
マークベースではなく画像から直
接表情運動を推定するようなシス
テム（例：AFAR toolbox）が適
している場合もあります 5。シス
テムによって得手・不得手がある
ので，目的に沿ってしっかり使い
分けていきましょう。
OpenFaceの使い方

　OpenFaceは学術・非商用目的
であれば，表情の動画像から①表
情ランドマーク，②顔の向き，③
AU，④視線，といった多様な情報
を誰でも，簡単に取得することが
できます。インストール方法・
使用方法などに関しても，開発
者によるWikiページが充実して
いるので用途に応じてご参照い
ただければと存じます（https://
github.com/TadasBaltrusaitis/
OpenFace/wiki）。 ま た，拙 ブ ロ
グにてOSに依存しないDocker
を 用 い たOpenFaceの 使 い 方 を
紹介していますので，ご覧くだ
さ い（https://susishushi.github.

io/my_blog/post/of/）。 表 情 の
分析を検討してみたい方は，ぜひ，
OpenFaceを活用してみてくださ
い。
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図1　無表情静止画像を3秒間分析したOpenFaceによる
AU20（唇両端を横に引く）の出力例
ただし，この結果は動画解析用の処理が

推定システムの中に入っていることに注意する。
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この人をたずねて

■中野先生へのインタビュー

─中野先生は多様なご研究に取
り組まれていらっしゃいますが，
これまでのご研究について教えて
下さい。
　多様というか，分散しているく
らいですけどね（笑）。私のはじ
めの関心としては心と身体の関
係性を知りたいと思っていまし
て，それで大学の卒論から，まば
たきをテーマにした研究を始めま
した。大学院では脳の機能発達に
ついて研究をしたいと思っていた
ので，東京大学の多賀厳太郎先生
のもとで多チャンネル近赤外分光
法（NIRS）を使って乳児の脳活
動に関する研究をするようになり
ました。そのとき，赤ちゃんに関
して一番不思議に思っていたのは，
どうして顔を好んで見るんだろう，
とか，顔からどうやって情報を読
み取れるんだろうという社会的な
側面でした。そこから顔の研究や
社会性に関する研究をするように
なり，自閉症スペクトラム障害の
方の視線や認知能力に関する研究
にも携わってきました。

─現在の研究テーマを教えて下
さい。
　いまは，国立研究開発法人科学
技術振興機構さきがけのプロジェ
クトで顔の研究をしています。特
に今の時代は自分の顔を簡単に加
工できるようになり，自分の顔に
昔以上に関心をもつようになって
いるのではないかと思います。最
近の研究では，自分の顔を魅力的
に加工すると報酬系が働くが，他
人の顔では働かないことを示しま
した。さらに，サブリミナルで顔
を表示しても，同様に自分の顔に
対してのみ報酬系が働くことを発
見しました。このような結果から
は，やはりひとは自分の顔に対し
て興味があって，自分の顔に関す
る情報を得ようとしている傾向が
示唆されます。そしてこれが，自
己顔バイアスや優先処理のメカニ
ズムが働く機構であると考えてい
ます。
　自己意識には公的な側面と私的
な側面がありますが，その神経機
構は未だによく分かっていません。
この二つの自己意識は別々の神経
機構で成り立っているのか，そう

でないとすればどのように成り
立っているのか，という点に関心
をもって研究を進めています。
─中野先生の様々なご研究の根
底にあるテーマはどのようなもの
でしょうか？
　人間は非常に高度な社会の中で
複雑な脳内ネットワークを背景と
して様々な感情や意識を抱いてい
ますが，そのような中でどのよう
にして心と身体がバランスを保っ
ているのだろうか，ということに
関心があります。例えば，常に脳
や心は揺れ動いていますが，それ
を暴走させずに一定のレベルに保
たせている脳内の機構というのは
どういうものなのだろう，という
疑問をもっています。また，心を
保たせている場合には身体も関
わってきます。そういった，身体
のフィードバックも含めて心と身
体を安定させている「心のホメオ
スタシス」の機構や仕組みを明ら
かにしたいと思っています。
─「心のホメオスタシス」につ
いて，さらに詳しく教えて下さい。
　そもそも人間は複雑な脳内処理
を行っているのに，情報もパンク
しませんし，思考も散逸せずに一
定の水準を保っています。例えば
私は，ひとはまばたきをすること
によって情報の機構を安定化させ
ているのではないか，という仮説
をもって研究をしています。以前，
私はまばたきに伴いデフォルト・
モード・ネットワークの活動が上
昇することを発見したのですが，
まばたきは脳内の状態の安定化に
つながっているのではないかと考
えています。これがどのような機
構で成立しているのか，という点
に関心があります。
─これまでのご研究で特に思い
入れのある研究を教えて下さい。
　まばたきの研究が私のアイコン
的な研究になっていますので，ひ
とつはそれです。特に，まばたき

大阪大学大学院生命機能研究科 准教授

中野珠実 氏

インタビュー
下司忠大
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この人をたずねて

でデフォルト・モード・ネット
ワークの活動の上昇がみられたと
いう研究が，自分の中では一番面
白かったと思っています。他に，
ひとは，赤ちゃんのときには進化
的に古い経路によって顔に注意を
向けるのですが，その顔への注意
が発達とともに大脳皮質の経路に
移行していくことを示した研究が
あります。この研究は，いまの顔
研究の重要な礎になっています。
─中野先生のアイデンティティ
は心理学にあるのでしょうか？
それとも神経科学にあるのでしょ
うか？
　私はもともと心理学にも神経科
学にも属していなくて，自律神経
系などの生理学的な分野の出身で
した。そのため，私は心理学も神
経科学もこだわりなく学際的に研
究している立場です。ただそれで
もやはり，ひとへのこだわりがあ
ります。人間レベルの研究におい
ては心理学的・生理学的・神経科
学的・発達科学的なアプローチな
ど様々なアプローチがありますが，
どれも一長一短なものです。脳機
能を調べるだけで，ひとの高次な
心理をどこまで探求できるかとい
えばやはり限界がありますし，か
といって心理学的な研究に留まっ
て人間の行動や認知判断だけに焦
点をあてるのにも限界があります。
発達的な観点や生理心理，神経活
動の計測，そして臨床研究を，随
時自分の関心に合わせる形で組み
合わせて研究しています。
─最後に，若手研究者へ一言お
願いします。
　色々な研究をしていると，ある
ときにつながってくることがあり
ます。最初はつながって見えてい
なくても段々とつながっていく
ものですし，引き出しを多くもっ
ているほど，研究のバリエーショ
ンが生まれてきます。若いうちは，
一見バラバラに見えるようなこと

でも，面白いと思ったことはどん
どんやっていくといいのではない
かと思います。そうして様々な引
き出しをもってそれを組み合わせ
ることで，オリジナルの研究テー
マやプロジェクトを作っていけま
すし，自分の研究に広がりが出て
きます。ですから，あまり若いう
ちに「このテーマだけをやる」と
いうよりも，様々な手法やテーマ
に広く関心をもって取り組んでみ
ることが大事だと思います。

■インタビュアーの自己紹介

いま，どのような関心をもって
研究に取り組んでいるのか

　私はDark Triad/Tetradと呼ば
れる，冷淡で非共感的なパーソナ
リティ特性の戦略性や狡知さの側
面に関心があり，研究を進めてい
ます。従来の研究では冷淡なパー
ソナリティ特性は短期的な配偶戦
略として適応価があるために進化
的に残っているのだと説明されて
きましたが，短期的な配偶戦略と
しての理解はそこまで実証的な知
見と整合的なわけではありません。
それよりもむしろ，これらの特性
は積極的かつ狡猾に利益を得る側
面があるがゆえに進化的に残って
いるのではないかという仮説のも
と，現在の研究を進めています。
インタビューを行った感想

　中野先生のご研究は，まばたき，
乳児の脳機能発達，自閉症，顔の
研究と多岐にわたります。これ
らは一見，独立したテーマのよう
にも見え，それはトピックの差異
だけでなく心理学・神経科学・発

達科学の分野も超えて領域横断的
に研究を進められているという印
象がありました。そこで今回のイ
ンタビューでは，このような多岐
にわたる手法やテーマを中野先生
ご自身がどのように統括的に捉え
て研究を進められているのか，と
いう点を主にお伺いしたいと思い，
インタビューをさせていただきま
した。
　実際にインタビューをさせてい
ただくと，中野先生が上記の様々
なテーマを「心のホメオスタシ
ス」という非常に納得感のある言
葉で統括されており，しかもそれ
は様々なテーマを幅広く扱ってい
く中で収斂されて出てきた問題意
識であると伺いました。これはひ
とつの研究テーマを追究すること
で良い研究ができると思っていた
私にとって大変な驚きがあり，と
ても勉強になりました。一見独立
してみえるものでも各テーマは独
創的につながっていく，という重
要な示唆をこのインタビューから
得ることができました。
　私自身，Dark Triad/Tetradだ
けでなく，心の時代変化や心理学
史的な研究テーマへの関心があり
ましたが，「自分の研究テーマで
はないから」と忌避してしまう部
分がありました。今回のインタ
ビューを通して，自分が面白いと
思ったことをできる限り幅広く挑
戦していきたいと思いました。将
来的にどのようなテーマに結びつ
くか分かりませんが，それも楽し
みのひとつとして取り組んでいき
ます。

Profile─しもつかさ　ただひろ
早稲田大学文学学術院心理学コース 助教。早稲
田大学大学院文学研究科博士後期課程修了。博
士（文学）。専門はパーソナリティ心理学。論
文に「日本語版Short Dark Triad（SD3–J）の
作成」（共著，パーソナリティ研究，26(1), 12–22, 
2017）など。



38

淑徳大学
総合福祉学部実践心理学科

中坪太久郎（なかつぼ　たくろう）

所在地：千葉県千葉市中央区大巌寺町 200
https://www.shukutoku.ac.jp/

Profile ─
淑徳大学総合福祉学部実践心
理学科 教授。専門は臨床心理
学。著書に『幸せになるための
心理学ワークブック』（編著，ナ
カニシヤ出版）など。

こともあり，学生は，千葉県内だ
けでなく，都内からも通うことが
できます。ひとり暮らしの学生も
大学周辺だけでなく，千葉駅の近
くや，少し電車に乗って船橋や津
田沼などから通っている人も多い
印象です。
実践心理学科の特徴

　「人間開発，社会開発に貢献す
る人材の育成」を目的とすると
謳っているように，淑徳大学では
実学教育が主となっています。社
会福祉士，精神保健福祉士といっ
た社会福祉領域の専門職に加えて，
教員，看護師，栄養士など，さまざ
まな専門職教育が行われています。
　その中で実践心理学科におい
ては，公認心理師および臨床心理
士への進路を想定し，大学院と連
携した教育，人材育成が行われて
います。「実践」という名が示す
とおり，淑徳大学の心理学科は応
用の心理学に特化したカリキュラ
ムおよび教員構成になっていま
す。具体的には，臨床心理学，発
達心理学，社会心理学を中心とし
た，講義・実験・実習が開講され
ています。

　臨床心理学領域を中心に学
ぶ学生は，公務員の心理職や
大学院に進学して臨床心理士
および公認心理師として働く
ことを想定していることが多
く，社会心理学領域を中心に
学ぶ学生は，卒業後一般企業
に就職することを想定してい
ることが多いようです。一方

はじめに
　淑徳大学は1965（昭和40）年
に，社会福祉学部社会福祉学科の
単科大学として開学しました。学
祖，長谷川良信の教えである「利
他共生（Together with him）」を
建学の精神とし，これが現在でも
教育の理念として掲げられていま
す。この利他共生は，大乗仏教の
精神に基づいており，「他者に生
かされ，他者を生かし，共に生き
る」という意味を持っています。
　利他共生の教えは，元々は福祉
教育の理念として用いられていた
ようですが，教育，心理，医療など，
さまざまな専門職教育を行うよう
になった現在の淑徳大学において
も，対人援助における支援者の態
度を表現するものとして利用価値
が高いものだと思います。特に，
臨床心理士や公認心理師の養成
プロセスにおいて，「for him（彼
のために）ではなく，Together 
with him（彼と共に）」という考
え方は，心理士がクライエントと
相対するときの心の持ちようを学
生に伝える言葉として，さまざま
な心理療法との相性も良いものだ
と感じています。
　単科大学として始まった淑徳大
学ですが，現在は，千葉に2つ，東
京，埼玉，の4キャンパスがあり，
総合福祉学部，コミュニティ政策
学部，看護栄養学部，経営学部，教
育学部，人文学部から構成されて
います。法人としては，幼稚園・
保育園から，小中高校，大学，大学

院，そして実習先にもなっている
特別養護老人ホームがあります。
お寺の中にキャンパスがあります
ので，まさにゆりかごから墓場ま
でといった感じです。
キャンパスの特徴

　現在のところ，淑徳大学の中で
心理学を専門に学べるのは「実
践心理学科」となっており，千葉
キャンパスの総合福祉学部の中に
位置づけられた学科です。キャン
パスは千葉県千葉市中央区大巌寺
町にあり，町名が示すとおり大巌
寺というお寺の境内に大学があり
ます。大学の構内からお寺につな
がっているため，少し人混みを避
けて静寂が欲しいときには散歩に
行くことができます。
　 最 寄 り 駅 はJRの 蘇 我 駅 で，
ディズニーランドに行くときに乗
る電車の終点駅になります。蘇
我駅周辺は旧川崎製鉄の城下町
として発展してきたようですが，
若い人はジェフユナイテッド市
原・千葉のホームスタジアムや，
JAPAN JAMの会場としてのイ
メージの方が強いかもしれません。
京葉線と総武線が乗り入れている

キャンパスの様子
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発達心理学領域を中心に学ぶ学生
は，福祉領域で心理学を活かした
仕事に就くことを考えている場合
が多いようです。これは，大学が
これまでに福祉領域に多くの卒業
生を輩出していることで就職先に
恵まれていることに加えて，「淑
徳大学発達臨床研究センター」と
いう附属機関での実習が行えるこ
ととも関連しています。ここでは，
主に発達につまずきがあるお子さ
んに対して，「感覚と運動の高次
化」という療育方法を用いた支援
が行われています。このセンター
では大学院生も実習を行っており，
実習に携わった卒業生や修了生が
全国の療育機関で活躍しています。
　実践心理学科がある総合福祉学
部は，社会福祉学科，教育福祉学
科の3学科から構成されています
が，それらの学科が学部での資格
取得を目指したカリキュラム構成
になっているのに対して，実践心
理学科のみが長らく学部での専門
職資格の取得がない状態が続いて
いました。その分，心理学の研究
活動に精力的に取り組んできた
こともあり，量的・質的を問わず，
研究活動を学科全体でオープンに
議論する文化があります。4年生
の最後には卒業研究発表会があり，
全員がポスター発表を行いますが，
そこに教員および在学生が参加
をして，学科全体での研究交流を
行っています。現在は公認心理師
の資格取得のためのカリキュラム
が整備され，これまで同様の卒業

研究発表に向けた取り組みや進路
選択のための活動に加えて，資格
に関連した実習や演習の講義も多
くの学生が履修しています。
卒業後の進路と大学院

　実践心理学科を卒業した学生の
進路としては，一般企業，福祉関
連施設，法務省や自治体などでの
心理職，大学院進学，などがあり
ます。特に千葉県の心理職につい
ては，学部や大学院の卒業・修了
生が，児童相談所などに多く配属
されています。
　大学院としては「総合福祉研究
科心理学専攻」があり，例年学部
から10％前後が進学しています。
公認心理師資格取得のためのカリ
キュラムが整備され，臨床心理士
の第一種指定校となっていること
から，ほとんどの院生は修士論文
の作成と資格取得に向けた実習に
取り組むことになります。
　学内には「心理臨床センター」
があり，大学院生の実習機関とし
て，地域の方々の相談を受けてい
ます。2019（令和元）年の総面接
回数は1,246件となっており，こ
の地域のメンタルヘルスの維持・
向上のための施設として認知され
てきたといえます。大学院生は
スーパーヴァイズを受けながら，
カウンセリング，プレイセラピー
などを担当します。学外の実習
機関としては，精神科病院，乳児
院，児童養護施設，療育施設，中学
校，教育相談，特別養護老人ホー
ム，などが契約施設となっており，

大学院生は自身の関心のある
機関で長期の実習をし，終了
後はその成果を報告すること
となっています。
　また，大学院修了後も研修
生制度を設けており，スー
パーヴァイズを受ける，カン
ファレンスに参加する，など
の機会があります。加えて，卒業研究発表会の様子

例年公開講座と事例検討会を開催
しており，事例検討会ではこれま
での修了生と在学生が一日かけて
事例を基にディスカッションを行
います。さまざまな世代の関係者
が交流する機会ともなっており，
修了後のサポートの重要性も感じ
ています。
おわりに

　大学進学を機に生まれ育った場
所から離れることを考えている人
もいるでしょう。どこで暮らすか
は，人の幸福にも関わる重要な選
択になり得ます。その意味で，蘇
我という土地はなかなかおもしろ
い選択だと思います。まず，成田
空港を利用して行こうと思えばど
この国でも行けます。また，東京
駅まで特急で33分，快速で42分，
乗り換えなしで行けます。そのた
め，新幹線を使って全国に行くこ
とができます。
　実際，地元を離れて進学した人
に理由を聞いてみると，「都会に
住みたいけど，都内に住むのは
ちょっと…」という方が結構いま
す。そういう人が卒業後は都内の
会社に就職したりします。こうい
う方をみると，やはり人が環境を
変えるにはそれなりの準備が必要
なんだということを思ったりしま
す。
　暮らすには準備の時間が欲しい
けど，都内にすぐ行ける手段は残
しておきたい，そんな人には淑徳
大学実践心理学科の4年間は検討
の余地があると思います。福祉の
大学らしく，ボランティア活動や
地域交流に大学全体が力を入れて
おり，多様な人々と関わるための
チャレンジの機会も多くあります。
都会の喧騒から少し離れたまち
で，心理学にどっぷり浸かる，そ
んな4年ないし6年間に関心が出
てきた方は，大学のwebサイトを
チェックしてみてください。
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　落語の稽古をはじめて9年目に
なります。私はかつて大学の非常
勤講師を最大で週12コマ掛け持
ちする生活でした。人前で話す
のが苦手で嫌いな自分にとって，
難行苦行の毎日でした。受講者
アンケートに「おどおどするな」

「もっとまともな講師に来てほし
かった」などと書かれ，教えてい
る側なのに自尊心が下がる始末。
　そんな中，目に留まったのが都
内の「落語体験教室」のチラシ
でした。プロの噺家が，一席でき
るまで一から落語を3 ヶ月間教え
て下さるというのです。柳家小三
治師匠出演のドキュメンタリー番
組がきっかけで落語を聴くように
なった私は飛びつきました。「落
語を習えば話がうまくなるかもし
れない」，今思えば実に安直な動
機で落語を習うことになったので
した。初披露のネタは与太郎が登
場する滑稽噺「牛ほめ」。現在は
別の落語教室へ移り，最近覚えた
21席目のネタは粗忽者が主役の

「堀之内」です。高座前の緊張感，
高座中の高揚感，高座後の解放感
がすっかりやみつきになりました。
　稽古を続け，高座に上がる経験
を重ねると思わぬ効果がありまし
た。高座に持っていけるのは手拭
いと扇子だけ。資料もスライドも
なく，補佐の学生もいません。自
分だけが頼りという高座で度胸が
つき，場に飲まれることが少なく
なりました。ある高座では座布団
に座った瞬間に着物がはだけて脚
が丸見えに。とっさに登場人物の
着物がはだけたことにしてどうに

か直したのは良い思い出です。
　聞き手の顔を見て話せるように
もなりました。かつては目が合う
のが嫌でスライドや資料ばかり見
ていました。決められた時間内で
話すこともずいぶん意識できるよ
うになりました。落語教室の発表
会や社会人落語大会では持ち時間
が厳しく決まっているためです

（学会も当然ですが……）。同じ噺
を15分，10分と異なる時間で話す
機会から，要約力のトレーニング
にもなりました。
　就職活動の不採用通知を受け
取った後に高座に上がった日もあ
りました。落胆した気持ちの中，
それを出さずに演じないとなりま
せん。ネガティブな感情をいつま
でも引きずらないようにもなれま
した。落語は，ストレス対処方略
としても効果を発揮したのです。
　2020年9月，私は人工内耳の埋
め込み手術を受けました。小学生
以来，原因不明の言葉の聞き取り
困難を抱えて生きてきましたが，
2017年にオーディトリー・ニュー
ロパシーという蝸牛神経の働きが
悪くなる非常に珍しい病気だとわ
かったのです。学会等で私に呼
びかけても反応しない等，数々の
ディスコミュニケーションがこれ
まであったと思います。この場を
借りてやっと事情説明できます。
今後は，人工内耳を装用した障害
のある研究者として，難聴を隠し
たことなど数々の「しくじり」体
験を障害者支援の研究や実践に活
かす形で昇華させていきます。
　落語の稽古場では，師匠の講評

がよく聞き取れず他の生徒さんに
よく教えてもらいました。噺を
覚える時は，テレビや動画サイト
の字幕，落語の速記本や解説サイ
トを参考に，視覚情報中心にイン
プットする方略でした。
　人工内耳を装用しても，眼鏡と
違ってすぐに聞こえるようになる
わけではありません。聞く力を取
り戻すリハビリが必要でしたが，
助けてくれたのが落語でした。
　手術後，落語教室の稽古に復帰
しました。人工内耳の体外装置を
装用する前段階で左耳がほとんど
聞こえず，自分の声ばかりが頭の
中で響くこれまでにない異様な感
覚の中，「代書屋」を稽古しまし
た。師匠は講評をタイプして伝え
てくれました。人工内耳を装用し
た直後，人の声が宇宙人の声真似

（「ワレワレハウチュウジンダ」）
のように聞こえていたのが，手術
後初高座を務めた年末頃には，ほ
ぼ人間の声に近くなりました。初
めて人工内耳を装用して「代書
屋」をどうにか最後まで務め，こ
れまでにない解放感で高座を降り
ました。
　落語は，笑いだけでなく，解放
感や感動などさまざまな感情を聴
き手だけでなく演者にも起こさせ
ると気づきました。うまくやれな
いと客をはらはらさせ，心配や不
安を感じさせてしまいますが。研
究活動に打ち込み，成果を発信す
ることにもつながる面があるよう
に思います。これからも稽古を重
ねていきます。

落語×心理学×人工内耳
北陸学院大学人間総合学部社会学科 教授

勝谷紀子（かつや　のりこ）

Profile─
青山学院大学社会情報学部助教などを経て2019年より現
職。博士（心理学）。専門は心理学，社会福祉学。著書に

『難聴者と中途失聴者の心理学』（共著，かもがわ出版），『心
理学からみたうつ病』（分担執筆，朝倉書店）など。
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　ある日ふと「着物の着付けがで
きたらかっこいいのではないか」
と思いついたことがきっかけで，
日舞を習うことになりました。な
にか新しいことがやってみたい！
という謎の欲求がムクムクした時
期だったようです。同時期に同級
生がバレエを始めたと言っていた
ので，30代半ばになると人は踊り
だすのかもしれません。
　はじめは着付けだけを習ってい
たのですが，「着る機会がないから
上達しない」と先生に言い訳した
ところ，「じゃあ，踊りにくれば？
着付けの練習にもなるでしょう？」
とおっしゃる。先生は実は踊りの
お師範でもあったのです。なるほ
ど，日舞ならお稽古のときに必ず
着付けをするし，着物を着て動く
練習にもなりそうです。でも…日
舞ねえ…お高いんでしょう？ と
恐る恐るお尋ねしますと「古典は
ね。新舞踊のサークルならお金
はかからないよ」と（日舞に古と
か新とかあるのかと思われた方
もいらっしゃるかと思います。古
典は三味線に鬘，新舞踊は小唄・
演歌・歌謡曲で自由な衣装，とイ
メージしてください）。それならい
いか，面白そうだし，という出来心
で新舞踊サークルに新人として入
れていただくことになりました。
　お稽古では，一人ずつ先生に振
りをつけてもらうのが基本で，他
のメンバーはその様子を見たり，
自分の動きを確認したり，お菓子
を食べたり，おしゃべりしたりし
ています。
　サークルの年齢層は高く，参加

当時の私は超若手の新人でした。
先輩方は孫に近い年齢の私を大変
かわいがってくださって，「きれ
い」「上手」「覚えが早い」と褒め
ちぎっては，お菓子をたくさんく
れるのでした。いい気になって

「新たな才能が開花しちゃったか
な」とニヤニヤする私。
　しかし，先輩たちは「年取ると
なかなか覚えられない」とおっ
しゃりながら，初めから一つ一つ
の動きがきれいです。私は位置や
手足の形は頭に入りますが，きち
んとよい形にはなかなかなりま
せん。先輩たちの絶賛の嵐の中，
C–3POのように踊る私。
　お稽古は，先生のお手本の動き
を真似するのが基本ですが，こ
れがなかなか難しい。お手本通
りにやっているつもりなのです
が，「違う」と言われてしまって，
どう動けばよいのか，なかなか掴
めません。こうかな？ 違う，こ
う！ と繰り返していくうちに

「あっ，右肩は下げるのか！」と
やっと分かります。先生に「右肩
を下げるんですね！」と言うと，
先生は体を動かしながら「うん…
そうね，肩…でも肩だけじゃダメ
で，こう，腕をこう」と返ってく
る，というやりとりが続きます。
　そもそも，他者の体の動きを見
て自分の動きに反映させるなんて
難しすぎる，先生がもっと言語化
してくれたらいいのに！ と不満
に思ったりもしたのですが，それ
は私だけのようで，他の人は「他
者の動きを自分で再現する」こと
をそこまで無茶なことだとは感じ

ていないようでした。「センス」
の正体を（部分的に）垣間見た思
いがします。
　さてその後，長女が「私もやり
たい」と参加するようになりまし
た。娘と一緒になにかを教わると
いうのも新鮮でした。驚くことに，
長女は，先生のお手本を見て自分
で再現して踊れる，優れた学習者
であることが判明しました。おか
しいな，私の娘なのに。
　また，超若手新人の座も娘のも
のになり，先輩たちの絶賛の嵐は
全て娘に向けられるようになりま
した。今まで先輩の褒め言葉で強
化されてきたのに。もうあまり褒
めてもらえません。
　とはいえ，私は私で進歩もして
おり，「先生がしてくれないなら
自分で」と，動きを言語化するの
がうまくなりました。踊っている
ところをビデオに撮って修正ポイ
ントを見つけるという方略も身に
つきました。こうして自分の学習
者としての成長を感じるのもまた
楽しいことです。幼い頃のお稽古
ごとにあまり良い記憶がないので
すが，年齢を重ねたからこそ「下
手の横好き」が楽しめるというこ
ともあるかもしれません。
　そうやって楽しく学んでいたの
に，COVID–19のせいで，お稽古
に参加できない状況が続いており，
娘と踊りたい欲を持て余していま
す。踊りたい曲を自分で選べるの
も新舞踊の魅力の一つなので，次
は何で踊ろうかと考えながら，ま
た先輩たちと踊れる日を心待ちに
しています。

下手の横好きを楽しむ
東京学芸大学教育学部教育心理学講座 准教授

犬塚美輪（いぬづか　みわ）

Profile─
東京大学大学院教育学研究科博士課程単位満了退学。博士

（教育学）。大正大学人間学部准教授などを経て，2017年よ
り現職。専門は教育心理学。著書に『14歳からの読解力教
室：生きる力を身につける』（単著，笠間書院）など。
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　古く狩猟社会や農耕社会では，
健康で強靱な肉体が期待され，身
体は道具を上手く使うための主体
でした。産業革命を経た工業社会
では，身体の強靱さは必ずしも利
点にならず，機械を使いこなす精
神面が過度に期待されたと言えま
す。続く情報社会では，ロボット
やAIなどの普及により自動化が
進み，脱身体化の流れが見られま
す。本書が提案する「自在化身
体」は，情報化社会の先，人間中
心のSociety 5.0において私たちが
求める身体観を提案するものです。
　自在化身体を用いることで，私

　世界的に高齢化が進む中，自動
運転をはじめ，高齢者の移動を支
援する先進的な技術開発が進んで
います。さらに，実世界での移動
だけでなく，ネットワークによる
仮想的な移動も視野に入りつつあ
り，移動という現象そのものがま
すます多様化してきました。ただ
し，このような技術的な側面での
発展が進むほど，ユーザの特性を
より深く理解した上でのシステム
の設計や，倫理・法的な課題，社
会的受容性など，新たに解決しな
ければならない課題も生じてきて
います。

たちは物理世界と情報世界を自由
に行き来し，意識的な身体動作と
自動的な身体動作を環境や意図に
応じて切り替えられるようになり
ます。ただし，その開発や基盤と
なる神経機構や認知機能の解明は
始まったばかりです。例えば，3
〜 4本目の腕による身体拡張，2
人で1つの身体を操作する合体，
複数人を同時に操作する分身など
を実現し，自在に操作するための
研究が行われています。
　本書は，自在化身体の概念やそ
の背景，現在進行中の研究プロ
ジェクトを生々しく紹介します。

　本書では，高齢者と移動という
観点で，様々な分野での取り組み
を紹介しています。前半では，自
動車運転における高齢者の特性に
対する認知心理学的検討や，移動
と健康に関わる医学・疫学的な検
討が議論されており，高齢者の移
動を分析的に理解する多くのエビ
デンスが紹介されています。後半
では，移動することの楽しさとい
う心理や，人類の歴史における移
動の価値に関する哲学的な考察が
含まれています。先進技術と人・
社会のインタラクションについて
考える一助になれば幸いです。

きたざき　みちてる
豊橋技術科学大学 教授。専門はVR心
理学。共編著に『ロボットを通して探
る子どもの心』（ミネルヴァ書房），分
担執筆に『認知心理学─ 知のアー
キテクチャを探る』（有斐閣）など。

かみで　ひろこ
名古屋大学 特任准教授。専門はヒュー
マン・オブジェクト・インタラクショ
ン。著書はほかに『ロボット工学と
仏教─AI時代の科学の限界と可能
性』（共著，佼成出版社），“Cognitive 
Neuroscience Robotics”（分担執筆，
Springer）など。

著　稲見昌彦・北崎充晃・
　　宮脇陽一・Ganesh,G.・
　　岩田浩康・杉本麻樹・
　　笠原俊一・瓜生大輔
発行　エヌ・ティー・エス
B6変形判／ 256頁
定価　1,980円（税込）

発行年月　2021年2月

編著　青木宏文・
　　　赤松幹之・上出寛子
発行　コロナ社
B5判／ 240頁
定価　4,510円（税込）

発行年月　2021年1月

モビリティイノベーションシリーズ2

高齢社会における人と自動車

北崎充晃

上出寛子

自在化身体論
超感覚・超身体・変身・分身・合体が
織りなす人類の未来
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　科学としての心理学は客観的な
計測対象になり得ない用語を避け
てきました。「良心」はその典型
であり，心理学者も含む科学者が
自身の専門分野について良心の観
点から真面目に論じることは，こ
れまでほとんどなかったと思いま
す。しかし人間の幸福に寄与する
はずの科学が悲惨な戦争や災害に
繋がることも多く，また科学者に
よる研究不正も拡がっています。
　そこで，科学者にとって遠い存
在であった良心にしっかりと眼を
向け，多様な科学と技術の進展を
俯瞰することをめざし，本書が企

　発達障害支援では，多分野の専
門家が連携して効果的な支援を行
う〈多職種連携〉の重要性が認識
されてきています。このような現
状を念頭において，本書では，自
閉スペクトラム症（ASD）・注意
欠如／多動症（ADHD）を中心
に，発達障害支援に関わる様々な
分野の基礎と最新動向を一冊で学
べるよう工夫しました。
　本書は3部からなります。まず
第1部では，発達障害の基礎知識
をまとめてあります。第2部では，
保育現場・教育現場・職場におけ
る発達障害支援について，現場で

画されました。小原克博先生（宗
教学）がセンター長である同志社
大学良心学研究センターが中心と
なり，科学史，生物学，心理学，地
球科学，人工知能，脳科学，再生医
療などの著名な研究者14名が，自
身の分野や研究と良心との関係を
論じています。心理学からは，明
和政子先生が第4章「ヒトの良心
の発達とその生物学的基盤」，武
藤崇先生が第6章「科学的な心理
学から「共感」を考える」，そし
て櫻井が第13章「脳と機械をつ
ないだ時に」を担当しています。
世代を超え読んで欲しい良書です。

の工夫や実体験を交えつつ多面的
に解説しています。そして第3部
では，ASD・ADHDの脳科学をは
じめとした，発達障害支援の最先
端の話題をとりあげています。
　いずれの内容もイラスト付きで
丁寧に解説してあるため，初学者
でも無理なく読み進められます。
発達障害支援を志す学生さんから，

〈多職種連携〉の必要に迫られて
いる専門職の方，あるいは，新た
にASD・ADHD研究に取り組む
ことになった研究者など，様々な
方々のニーズに応えられる一冊に
なっていると自負しています。

どい　ひろかず
国士舘大学理工学部 准教授。専門は
認知神経科学，知覚心理学。著書は
ほ か に“The Origins of Language 
Revisited: Differentiation from Music 
and the Emergence of Neurodiversity 
a n d  A u t i s m ”,  “ E v o l u t i o n a r y 
Perspectives on Infancy”（ともに分
担執筆, Springer）。

さくらい　よしお
同志社大学脳科学研究科 教授。専門
は生理心理学。単著に『脳と機械を
つないでみたら』『ニューロンから心
をさぐる』（ともに岩波書店），『脳の
情報表現を見る』（京都大学学術出版
会），『考える細胞ニューロン』（講談
社）。

編著　土居裕和・金井智恵子
発行　北大路書房
A5判／ 248頁
定価　2,640円（税込）

発行年月　2021年3月

編　同志社大学
　　良心学研究センター
発行　岩波書店
四六判／ 182頁
定価　1,760円（税込）

発行年月　2021年2月

良心から科学を考える
パンデミック時代への視座

多職種連携を支える 
「発達障害」理解
ASD・ADHDの今を知る旅

土居裕和

櫻井芳雄
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Profile─
博士（心理学）。専門は比較認知科学，
神経科学。日本学術振興会海外特別
研究員 （ルール大学ボーフム）を経て
2021年より現職。主要論文に Matsui, 
H. & Izawa, E. I. (2019). Rapid 
adjustment of pecking trajectory to 
prism-induced visual shifts in crows 
as compared with pigeons. Journal 
of Experimental Biology, 222(4).

ボーフム滞在の回想

日本学術振興会 特別研究員（北海道大学 人間知・脳・AI研究教育センター）

松井 大（まつい　ひろし）

　 私 は2019年 か ら2年 弱，ル ー
ル大学ボーフムに滞在しました。
ボーフムは北西ドイツの地方都市
です。特急列車は止まってくれる
けど，大学の他にめぼしい施設は
ドイツ炭鉱博物館くらいで，大学
の周りは深い森に囲まれている，
そんな街です。私は，博士2年生
のときにルール大学のオヌール・
グントゥルクンの生物心理学研究
室を見学する機会に恵まれ，留学
を決めました。
　オヌールの研究室は国際色豊
かで，ドイツ人の他にトルコ，中
国，アゼルバイジャン，イギリス，
ニュージーランド，オランダ，フ
ランス，スペイン，スロベニア，ベ
ルギーと，各国から人が集まって
いました。しかし，働き方はいか
にもドイツ的で（オヌールはトル
コ人ですが），朝早く研究室にき
て，18時までにほぼみんな帰宅し，
土日は休む人が多い研究室でした。
私自身は，鳥類の学習や知覚の比
較研究を行っていました。ただ，
コロナ禍が酷かった頃は大学も閉
鎖され，手持ち無沙汰になった時
期もありました。これには参っ
てしまいました。とはいえ，泣き
言も言っていられないので，私が
とった方略は何かというと，「徹
底的に暇そうにしてみる」という
ものでした。進捗報告で「今週は
毎日，パスタを作っていました」
などと，一歩間違えたら怒られか
ねない報告をしたこともありま
す。そういうことをやっていると，

「あいつは今，手が空いているら
しいぞ」という空気感が出てきて，
共同研究の話が舞い込んでくると

いう次第なわけです。大きな話と
しては，オヌールが主導していた
国際共同研究プロジェクトに参加
するチャンスを得ました。他にも
私が暇そうにしていると噂を聞き
つけたルール大学の医学部の研究
室やトルコのアンカラ獣医大学か
らもコンタクトをもらうことがで
きて，現在論文としてまとめてい
ます。オヌールの研究室が人の繋
がりを大切にする「ハブ」的な研
究拠点であったから，このような
僥倖に巡り会えたのだと思います。
　また，私は当時，方向性に悩ん
でいて，そのことをオヌールに大
学のカフェで打ち明けたことがあ
りました。すると，彼はおもむろ
に「お前，動物の意識に興味はな
いか？」と尋ねてきました。その
ときは「バラス・スキナーですら

『私的事象』が重要であると言っ
ているんだから，どんな心理学者
でも興味くらいはあるだろう」と 
皮肉めいた返しをしたのですが，
結果として，そのときの会話が現
在の研究テーマに繋がっています。
帰国する際には「生物心理学研究
室に一度でも所属した者は，その
後どこに行こうと生涯，生物心理
学研究室のメンバーだ」と言われ
たのが印象に残っています。大
学院生たちとの関わりも密で，オ
ヌールの研究室では，ポスドクが
院生の指導をするのが慣例です。
私も博士院生2人と修士院生1人
と組んでいました。指導と言って
も，実際には持ちつ持たれつの関
係で，私の方も生活周りでよく助
力を乞うていました。例えば，銀
行口座の開設，郵便，公共料金の

支払いなどですね。この手のもの
は英語が通じないことが多く，ひ
とりで処理しようとすると大変で
す。非英語圏への留学に伴う不
安として，よく聞かれるのですが，
ポジティブに見れば，そんなふう
に互いに頼り合うことが，親交を
深めることに繋がったんじゃない
かと思われます。私は恥ずかしげ
もなく人に泣きつける性分なので，
その点はうまく作用しました（向
こうもそう感じてくれていたらよ
いのですが…）。
　振り返ると，この2年間は種蒔
きの時期であったように感じます。
オヌールとの議論の末，留学当初
は想像もしなかったテーマについ
て考える運びになり，今，新所属
で日々格闘しています。研究の交
友関係も，世界中に広がりました。
これらの経験がまた数年後，どん
な帰結をもたらすのか，本人にも
予想がつかず，楽しみです。自分
自身にそんな希望を持てるように
なったのが，ボーフムで得た財産
のように思います。



45

認定心理士コーナー

杏林大学保健学部臨床検査技術学科 教授

下島裕美（しもじま　ゆみ）

医療従事者の養成で活きる心理学 Profile─
慶應義塾大学社会学研究科心理学
専攻後期博士課程単位取得退学。
博士（心理学）。1998年保健学部保
健学科専任講師，2021年より現職。
国家資格キャリアコンサルタント。
専門は認知心理学，生涯発達心理学。

　私が所属する杏林大学保健学部
井の頭キャンパスの学生は，臨床
検査技師，看護師，臨床工学技士，
救急救命士，作業療法士，理学療
法士，診療放射線技師，養護教諭，
社会福祉士を目指しています。私
が杏林大学に就職した20数年前
から，主に一般教養の心理学と発
達心理学，教職課程の教育心理学
を担当してきました。医療系の非
常にタイトなカリキュラムの中で，
学生に過重な負担をかけずかつ役
に立つ心理学の授業のために心が
けてきたことを三つ紹介します。
　まず，授業では課題や動画を
使って心理学を実際に体験するよ
うにしています。学生は特に感覚
と知覚，記憶，思考，社会的認知の
課題にとても楽しそうに取り組み
ます。自分の知覚・認知の特徴や
個人差を実感した後，各発達段階
の特徴，障碍やジェンダーについ
ても学び，自分の身近な事例に関
連付けて考えます。医療従事者は
幅広い年齢の多様な患者に接する
仕事です。知覚・認知心理学，生
涯発達心理学，社会心理学を学ぶ
ことは，多様な背景をもつ患者を
理解し寄り添う態度と，チームで
働く力を養うために必ず役立つと
思います。理学療法や作業療法の
分野では知覚・認知心理学の知見
をリハビリテーションに応用する
研究も多く，研究の基礎としても
役立ちます。
　次に，研究成果を授業に活かす
ようにしています。ワシントン

大学のマコーミック
博士（医療倫理が専
門，聖職者でもあり病
院でチャプレンとして
も活動。2021年2月に
逝去）からホスピス職
員を対象とした死にゆ
く過程を疑似体験する
課題を教えていただ
き，時間的展望の視点
から共同研究をしまし
た。自分の大切な人や
ものをカードに書き，自分が死に
ゆく物語を聴きながらカードを捨
てていきます。病気の進行ととも
に患者が大切なものを失っていく
プロセスを体験する課題です（詳
細は原田悦子（編）『医療の質・
安全を支える心理学』誠信書房, 
2021）。以前は発達心理学の「死
への対応」の回で希望する学生に
この課題を実施していましたが，
近年はこの課題の概要の紹介と中
高年や医療従事者がこの課題を体
験した感想を学生に伝えて，死に
ついて考えるきっかけにするよう
にしています。マコーミック博士
とキューブラー・ロス博士の過去
の対談ビデオの日本語訳をお手伝
いしたので，これも今後の授業に
活かす予定です。
　三つめとして，地域との交流を
授業に活かすようにしています。
杏林大学は2013年に「地（知）
の拠点整備事業」に採択され，私
も退職期をむかえた首都圏団塊世
代の「健康寿命延伸」「生きがい

創出」に取り組みました。研究所
や三鷹ネットワーク大学の講義を
通じて中高年の生の声を聴き，在
宅ホスピスケアボランティアとも
交流を深めました。交流した皆さ
んは，私が皆さんから学んだこと
を授業を通じて未来の医療従事者
に伝えてほしいと言います。これ
からの医療を担う若い人達に知っ
てもらいたいことがたくさんある
けれど，自分達にはそれを伝える
方法がないと言うのです。私は一
般教養の教員でしかありませんが，
多様な現場の多様な職種の人のお
話を，心理学の視点で授業を通じ
て学生に還元することを意識して
取り組んでいます。
　医療法改正（2021年10月施行）
に伴い，医療関係職種の業務範囲
が見直されます。これからの医療
従事者に役立つ心理学は何なのか，
医療現場，地域，専門科目担当教
員，学生の声を聴きながら，これ
からも試行錯誤していきたいと思
います。

三鷹ネットワーク大学「日常生活にちょっと
役立つポジティブ心理学」の様子
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学術大会の歴史とこれから

　2015年から2019年まで，常務理事を2期お務
めし，2年ぶりに常務理事を担当させていただ
くことになりました。新たな顔ぶれでまた日心
のお仕事をさせていただくことが楽しみです。
　しかし，楽しんでばかりはいられません。大
会運営という大仕事を担当することになりまし
た。2022年度の大会主催校が見つからず，それ
で前常務理事会の決断で，主催校なし，理事長
を大会長とし，総務担当を事務局長とし，常務
理事会が中心になって大会を運営するというこ
とになっていたのです。そして，私の今期の役
目は総務担当です。総務担当は前回に引き続い
て2回目ですが，大会の事務局長という大役を
兼任することになるとは，思いもよりませんで
した。2018年の第82回大会（東北大学）で事務
局長を務めてホッとしていたのも束の間，わず
か4年で再びあの大仕事を仰せつかってしまっ
たのです。
　これも何かのご縁なのでしょう。謹んでお引
き受けすることにいたしました。道連れは鈴木
華子常務理事（国際担当）です。鈴木華子先生
も，第83回大会（立命館大学）の事務局長をさ
れたばかりですが，私と一緒に運営業務に携
わっていただくことになりました。似た境遇の
二人で，坂上貴之大会長（理事長）を支えられ
るよう，微力を尽くしたいと思います。
　常務理事会主体の大会運営は初めてのことで
す。温故知新，まずは，大会の歴史を振り返っ
てみます。
　図1に，データが残っている大会の参加者数
の推移を示しました（対面で行った2019年第
83回大会まで）。第一回の日本心理学会の学術
大会は，1927（昭和2）年に東京帝国大学の法
医学教室で，松本亦太郎教授を大会長として行
われました。参加者数は190名，発表件数66件
でした。時代とともに参加者数，発表件数は増
大し，第83回大会（2019年）では，過去最多
の3,998名の参加，1,032件の発表がありました。
参加者数は21倍，発表件数は16倍の増大です。
心理学という学問領域が，この100年弱で，い
かに発展したかがうかがえます。
　図1では，全体平均のほかに，中央開催と地
方開催の別に平均した結果も示してあります。

中央開催とは，関東圏・関西圏と名古屋，地方
開催はそれ以外の地域です。地方大会では，参
加者数が少なめであることがうかがえます。そ
もそも，81回のうち（全83回から1937年京城帝
国大学開催と2016年 ICP 合同大会を除く），地
方開催はわずかに20回を数えるのみです。私は
遠いところほど旅行のチャンスだと思って張り
切るのですが，旅費が高くなると人数が多い都
会の院生の参加を抑制する可能性があります。
　注目すべきは，初のウェブ開催となった2020
年度の第84回大会（東洋大学）です。会費を
払って参加した総人数は2,360名ですが，公開
シンポジウムには会員外の聴講者が数多く参加
しました。たとえば，私が3年連続で開催させ
ていただいた哲学と心理学に関するシンポジウ
ムは，対面の年はせいぜい50名くらいの参加
人数でしたが，ウェブの公開講演では，終了
時に残っていた参加者数は252 名でした（doi: 
10.20797/ems.6.Si_31）。5倍の盛況だったわけ
で，無料参加者を含めたら，第84回大会は，過
去最多の参加があった可能性があります（執筆
時点では第85回大会（明星大学）未開催）。
　さて，歴史を振り返った上で第86回大会の課
題を考えるつもりでしたが，紙幅が尽きました。
続きはいずれ。
 （総務担当常務理事／東北大学教授 阿部恒之）

常務理事会から
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図1　大会参加者数の時代推移
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公開セミナーへのお誘い

　認定心理士の会の目的には，認定心理士の
方々の相互連携や資質・技能の向上をはかるこ
とが含まれています。地域ごと，およびオンラ
インの支部会が開催する公開セミナーの多くに
は，認定心理士の方はもちろん，関心のある方
はどなたでも自由に参加していただけます。
　たとえば中国・四国支部会では，最近では次
のようなセミナーを開催させていただきました。
　2020年度は「ワーキングメモリからみた発
達障がいと児童生徒の学習支援」のテーマで開
催。子どもと関わる臨床現場に携わっている
方々や，学校の先生方，そしてまさに子育て中
の親御さんなど，さまざまな立場の方々にお越
しいただきました。
　2021年度のテーマは「司法・犯罪領域にお
ける心理学の貢献」。コロナ禍が始まってから
一年が経とうとする時期で，Zoomでのオンラ

認定心理士の会から

学部生・高校生プレゼンバトルの 
動画編集を行いながら

　今年度は，第85回大会における「学部生・高
校生プレゼンバトル」の企画に関わりました。
研究計画・成果に関する発表を，動画にまとめ，
大会期間中に公開するという内容です。
　企画参加者の皆さんの中には，今回で初めて
学会発表を経験する，という方もいたかもしれ
ません。オンライン発表形式は，対面形式とは
やや手続き的に異なる部分もありますが，学会
参加経験の少ない中で，聴衆の顔を想像するこ
とができ，スライドの見やすさや発話の聞き取
りやすさに多くの工夫を凝らすことができるの
は素晴らしいことだと，企画の動画を編集しな
がら感じていました。私はそうしたメタ認知
がなかなかできず，初めて学会に参加した際は，
不備のあるポスターをそのまま発表してしまっ
たことがあります。
　実際に学会に参加してみて気づきがあるかも

（あるいはあったかも）しれませんが，発表資
料はお客さんの目に留まって初めて話が膨らむ
ことが多くあります。知らない相手と知らない
ことを話題とするのは難しいので，相手に事前
知識を与えるきっかけになってくれます。だか
ら，わかりやすい発表づくりは出会いの掴みと
して大切にしたいことだと思っています。
　発表をわかりやすくする手法は，経験的技術
の一種だと思っています。経験が少ない若手の
我々が，経験豊富な他者の視点を参考にするこ
とは大切な行動です。具体的にいえば，高校生
なら顧問の先生や，学部生ならば院生の先輩や
指導教員にたくさん相談をすると良いかもしれ
ません。中には守らないといけない作法等があ
るので，自分一人で作業をしてしまうのは危な
いかもしれません。しかし，身近に相談相手が
いない場合もありますので，若手の会の幹事と
して，こうした情報的に不利のある学生に手助
けできる方法はないかと考えています。
 （若手の会幹事　前澤知輝）

若手の会から

イン開催となりました。それにより中国・四国
以外の各地からのご参加が多く，また半数近く
が会社員や自営業・パート職の方々でした。
　セミナーの会場に身を置くと，日頃さまざま
なお仕事や活動に携わりながら，心理学に高い
関心を持って学びの機会を求めていらっしゃる
多くの方々に出会えます。Zoom開催の場合も，
上記はミーティング形式でしたので，実施中も
各地からの参加者の方々のご様子を拝見するこ
とができました。
　セミナーの内容はもちろんのこと，そうした
みなさん同士のお姿に触れて刺激をいただける
のも，公開セミナーの魅力ですね。
　認定心理士の会が実施している多くの活動
は，ニューズレターでも紹介されています。認
定心理士の会のwebページにあるバックナン
バーもぜひご覧ください。https://psych.or.jp/
authorization/ninteinokai02/
 （認定心理士の会運営委員会委員　山崎理央）
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認定心理士コーナー

1　認定心理士について
　2021年度第2回委員会（通算第
186回）が6月19日に開催されま
した。同年4月30日までに受け付
けたうち991件を審査し，953件を
合格，31件を保留，7件を不合格と
しました。また，以前の委員会で
保留または不合格と判断された
うち追加資料の送付された15件
を再審査し，8件を合格，4件を保
留，3件を不合格としました。こ
の結果，6月末日時点の初回審査
件数は1,512件，審査件数は1,549
件，合格件数は1,485件，資格取得
者は1,219名となりました。資格
取得者は累計66,901名です。今後
の認定委員会の開催予定日は10
月2日です。
　認定教科書『認定心理士資格準
拠 実験・実習で学ぶ心理学の基
礎』の電子化が決定されました。
2　�認定心理士（心理調査）�
（通称：心理調査士）について

　前掲委員会で，6月10日までに
受け付けた81件を審査し，70件を
合格，11件を保留としました。以
前の審議で保留または不合格と判
断された申請のうち，追加資料の
送付された4件を再審査し，3件を

合格，1件を保留としました。こ
の結果，認定心理士（心理調査）
の資格取得者の累計は331名とな
りました。
3　担当常務理事就任挨拶
　さて，2021年6月より資格担当
常務理事を拝命しました。元来
資格なるものとは縁が薄い人間
で，日本心理学会でも，認定心理
士（心理調査）のたたき台を作る
ワーキンググループのメンバー
だったのと，認定心理士の会主催
の大会シンポジウムに登壇したく
らいで，これまでほとんどご縁が
ありませんでした。しかし考えて
みると，私がここ最近力を入れて
取り組んでいる心理学研究の再現
性にまつわる諸問題の解決に向け
た試みが，認定心理士の方々とと
ても親和性が高いことに気がつき
ました。
　再現性の低さは心理学のみなら
ず科学の信頼性をシンプルに毀損
します。研究者はその改善のため
に誠実な研究に努める必要があり
ますが，認定心理士つまり「心理
学の専門家として仕事をするた
めに必要な，最小限の標準的基礎
学力と技能を修得している，と日
本心理学会が認定した」方々には，
職業研究者が生み出す知見を社会
に正しく伝える「心理学知の伝道

者」となっていただきたいのです。
　心理学によるものと世間で言
われる「知見」は様々あります。
数々の研究で検証され時代や文化
を超えて頑健なものもあれば，再
現性が危ぶまれているものもあり
ます。中には，そんなの全然心理
学では検証されてない！ と大声
で否定したくなるものもあります。
正しいものを正しく伝え，正しく
ないものはきちんと根拠を示して
誤りだと伝える，それが知の伝道
です。
　世間的な「心理学」のイメージ
と学問としての心理学に乖離があ
ることは皆さんも実感されている
でしょうが，その原因は心理学を
学んだ私たちの努力不足，つまり
誤った情報発信や誤解を放置して
きたところにもあると思います。

「良貨で悪貨を駆逐する」ために
皆さんのお力をお借りしたく，企
画を温めているところです。やる
べきと思うアイディアは，たとえ
時間がかかっても実現のために努
力するのが私のモットーで，この
任務でもそうありたいと考えてい
ます。企画公開の際はお力添えの
ほどどうぞよろしくお願いいたし
ます。

（資格担当常務理事・
　大阪大学教授　三浦麻子）

　ヒトのアタッチメント対象は文化により
様々であり，母親だけでなく集団内のメンバー
が共同で子育てを行って進化してきました。
最先端の人間科学は，母親が子どものアタッチ
メント対象であるべきという偏った考えは不
自然であることを明確に示しています。今，孤
立育児に苦しむ母親の数は増加し続け，その現
状はコロナ禍で一層厳しくなっています。科
学的根拠にもとづき，子どもだけでなく，親も
いつでもアタッチできる対象がいる社会の設
計が急務となっています。 （明和政子）
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